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健全化判断比率
の名称

23
年度

国の判断基準

早期健全化
基準

財政再生
基準

実 質 赤 字 比 率 − 12.43 20.00 

連結実質赤字比率 − 17.43 30.00 

実 質 公 債 費 比 率 15.5 25.0 35.0 

将 来 負 担 比 率 92.8 350.0 

　市では毎年２回、財政のあらましを公表しています。今回は２～４ページで決算状況と６月末現在の予

算執行状況、６～７ページで主な事業、また、５ページでは十日町地域広域事務組合と津南地域衛生施設

組合の決算状況をお知らせします。決算書などは、本庁・支所・公民館などで閲覧できます。

■問合せ：財政課　☎757-3114

会　計　名 歳入決算額㋑ 歳出決算額㋺ 差引額㋑−㋺
前年度対比 前年度対比

一　般　会　計 419億8,401 6.8 392億5,344 4.7 27億3,057

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 64億0,331 1.5 62億6,126 2.1 1億4,205

国民健康保険診療所 3億3,312 △ 0.3 3億0,459 △ 1.6 2,853

後 期 高 齢 者 医 療 5億1,227 2.7 5億1,043 2.5 184

介 護 保 険 57億8,760 5.6 56億4,014 5.1 1億4,746

簡 易 水 道 事 業 12億2,969 △ 3.0 11億9,658 1.0 3,311

下 水 道 事 業 37億7,907 △ 8.4 35億4,036 △ 7.0 2億3,871

松之山温泉配湯事業 1,400 12.4 1,365 12.1 35

特 別 会 計 合 計 180億5,906 0.1 174億6,701 0.8 5億9,205

合　　計 600億4,307 4.7 567億2,045 3.5 33億2,262

※下水道事業の前年度決算額には統合前の農業集落排水事業を含みます

平成23年度一般・特別会計の決算

土　　　　地 2,167万1,356㎡

建　　　　物 44万5,012㎡

有 価 証 券 株　券 11億2,605万円

学 校 基 金
山　林 22万6,831㎡

立　木 2,878㎥

土地開発基金
土　地 3万8,669㎡

現　金 2,910万円

一般旅券印紙
等 購 買 基 金

印紙類 157万円

現　金 43万円

そ の 他 基 金
（ 全 会 計 分 ）

現　金 102億7,136万円

【一般会計歳入の状況】419億8,401万円 【財産の状況】 （H24.３.31現在）

【一般会計歳出の状況】392億5,344万円

※（　）内は構成比

※（　）内は構成比

（単位：万円・％）

県支出金 31億7,878万円（7.6%）

地方譲与税
3億9,924万円
（1.0%）

地方消費税交付金
5億6,553万円（1.4%）

その他
2億2,365万円
（0.5%）

諸収入 20億8,236万円
（5.0%）

繰越金 18億2,560万円
（4.4%）

分担金及び負担金
3億9,666万円
（0.9%）

その他 11億8,658万円（2.8%）

使用料及び手数料
3億7,898万円
（0.9%）

国庫支出金 42億4,678万円
（10.1%）

市債 56億7,720万円
（13.5%）

市税 66億4,674円
（15.8%）

地方交付税
151億7,591万円
（36.1%）

自
主
財
源
29.8％

依
存
財
源
70.2％

歳入

歳出
（性質別）

災害復旧事業費
27億6,784万円（7.0%）

積立金 13億2,649万円
（3.4%）

投資・出資・貸付金
15億5,229万円（4.0%）

維持補修費
27億3,566万円
（7.0%） 公債費

46億9,193万円
（11.9%）

人件費
48億9,121万円
（12.5%）

扶助費
37億8,083万円
（9.6%）

補助費等
34億4,456万円
（8.8%）

普通建設事業費
56億4,829万円（14.4%）

繰出金
37億2,534万円
（9.5%）

物件費
46億8,900万円
（11.9%）

義
務
的
経
費
34.1％

そ
の
他
経
費
44.5％ 投資的

経費21.4％

普通建設事業費
56億4,829万円（14.4%）

繰出金
37億2,534万円
（9.5%）

物件費
46億8,900万円
（11.9%）

義
務
的
経
費
34.1％

そ
の
他
経
費
44.5％ 投資的

経費21.4％

商工費
29億179万円（7.4%）

民生費
82億7,525万円
（21.1%）

土木費
59億9,309万円
（15.3%）

総務費
49億8,967万円
（12.7%）

教育費
41億4,145万円
（10.5%）

商工費
29億179万円（7.4%）

土木費
59億9,309万円
（15.3%）

総務費
49億8,967万円
（12.7%）

公債費
46億4,193万円（11.8%）

教育費
41億4,145万円
（10.5%）

議会費 2億8,284万円
（0.7%）

衛生費
22億9,661万円
（5.9%）

労働費 1億1,269万円
（0.3%）

消防費 12億4,336万円
（3.2%）

農林水産業費
16億692万円（4.1%）

災害復旧費
27億6,784万円
（7.0%）

歳出
（目的別）

　
一
般
会
計
で
は
、
27
億
３
、
０
５
７

万
円
の
黒
字
、
全
会
計
の
合
計
で
も
33

億
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　市では毎年２回、財政のあらましを公表しています。今回は２～４ページで決算状況と６月末現在の予

平成₂₃年度決算をお知らせします

728億
8,534万円
728億
8,534万円

一般会計
425億4,499万円
（58.4%）

下水道事業
特別会計
228億5,460万円
（31.4%）

下水道事業
特別会計
228億5,460万円
（31.4%）

簡易水道事業
特別会計
58億827万円（8.0%）

松之山温泉
配湯事業特別会計
4,160万円（0.1%）

国民健康保険
特別会計
1,467万円（0.1%未満）

水道事業会計
16億2,121万円（2.2%）

民生費
140,399円

福祉の充実に

土木費
101,679円

道路の建設や
都市計画に

総務費
84,655円

人件費などに

公債費
78,756円

借入金の
返済に

教育費
70,264円

学校や社会
教育に

商工費
49,232円

産業や観光に

衛生費
38,965円

医療やごみ
処理などに

農林水産業費
27,263円

農業などの
振興に

消防費
21,095円

防災安全の
ために

その他
53,671円

災害復旧や
議会の運営

などに

【地方債残高の状況】728億8,534万円
（前年度対比0.9%増）

　地方債とは、市町村が国や銀行などの金融機

関から長期に借りるお金です。

　23年度の一般会計の歳出決算額を24年３月末の人

口58,941人で割ったおおよその金額です。  

【市民１人当たりの歳出額】１人当たり
約665,979円

※（　）内は構成比

23年度末現在高

市財政の運営状況 〜健全化判断比率・資金不足比率〜
　「健全化判断比率」と「資金不足比率」は、市財政の運営状況を表す指標です。平成23年度の結果をお

知らせします。

 （単位：％）

【健全化判断比率】

※標準財政規模：標準的に収入しうる経常的な一般財源の総額で、市税、地方譲与税、普通交付税及び臨

　　　　　　　　時財政対策債発行可能額（普通交付税の代替となる地方債）の合計額です。

　標準財政規模の額などで基準値が決定します。

健全化判断比率のいずれかが基準以上になると、

「財政健全化計画」を策定・公表し、県知事に報

告する必要があります。県知事から勧告を受けた

場合は、勧告の内容を議会に報告し、監査委員に

通知しなければなりません。

　標準財政規模の額などで基準値が決定します。健全

化判断比率のいずれかが基準以上になると、「財政再

生計画」を公表し、総務大臣に協議して、その同意を

求めることができます。また毎年度、その実施状況を

議会に報告し公表しなければなりません。なお、総務

大臣の同意を得ている場合でなければ災害復旧事業債

などを除き、地方債の発行ができません。

　一般会計を対象とした実質赤字額の、
標準財政規模（※）に対する比率。
（※赤字でない場合は、「－」で表示）

　特別会計などを含む全会計を対象とし
た実質赤字額の、標準財政規模に対する
比率。
（※赤字でない場合は、「－」で表示）

　一般会計の元利償還金や公営企業の公
債費への一般会計繰出金、一部事務組合
の公債費への負担金、債務負担行為に基
づく支出のうち公債費類似経費などの合
算額の、標準財政規模に対する比率。

　一般会計の年度末の地方債残高・今後
債務を伴う支出見込額・公営企業への今
後の繰出見込額・全職員が普通退職した
場合の年度末の退職金などから、各種基
金・今後歳入される見込みの公営住宅使
用料・都市計画税・普通交付税の償還金
補てん額などを差し引いた額の、標準財
政規模に対する比率。
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歳出
20億8,785
万円

総務費 2,506万円
（1.2％）

企画振興費 5万円
（0.1％未満）

公債費
7億3,218万円
（35.1％）

常備消防費
9億8,651万円
（47.2％）

非常備消防費 2億1,251万円
（10.2％）

議会費 47万円
（0.1％未満） 

消防施設費
1億3,107万円
（6.3％）

 　　消防費
 13
億
3,0
09

万
円（
63
.7
％
）

歳入
21億5,637
万円

十日町市
12億1,099万円
（56.2％）

津南町
2億7,275万円
（12.6％）

津南町
2億7,275万円
（12.6％）

県支出金 5,563万円
（2.6％）

繰越金
6,306万円
（2.9％）

国庫支出金 1,421万円
（0.7％）〈皆増〉

組合債
5億1,070万円
（23.7％）

使用料及び手数料 156万円
（0.1％） 財産収入 5万円

（0.1％未満）

 　

　
分
担金及び負担金 14億8

,374
万
円（
68

.8
％
）

諸収入 2,742万円
（1.3％）

歳出
5億302
万円

総務費
3,647万円
（7.3％）

総務費
3,647万円
（7.3％）公債費

8,948万円
（17.8％）

津南町
1億
4,381万円
（26.4％）

十日町市
1億1,035万円
（20.3％）

斎場組合費 4,260万円（7.8％）

栄村
3,403万円
（6.3％）

国庫支出金
9,054万円
（16.6％）

手数料
2,526万円（4.6％）

繰越金
3,726万円
（6.9％）

繰越金
3,726万円
（6.9％）

繰入金 1,000万円（1.8％）

財産収入 74万円（0.1％未満）

斎場費
1,704万円
（3.4％）

塵芥処理費
2億3,627万円
（47％）

清掃総務費
5,815万円
（11.6％）

し尿処理費
6,540万円
（13％）

議会費 20万円
（0.1％未満）

津 南 町 2,256万円（4.2％）
十日町市 1,512万円（2.7％）
栄　　村 492万円（0.9％）

 　
　塵芥・し尿処理

組
合

費
 2
億
8
,8
1
8
万
円
（
53
％

）

 　
　組合費 3億

3,0

78
万
円
（
6
0
.8
％
）

衛
生

費
 ３億7,687万

円（
74
.9
％
）

使用料
1,819万円（3.3％）

諸収入
3,198万円（5.9％）

栄村
3,403万円
（6.3％）

手数料
2,526万円（4.6％）

使用料
1,819万円（3.3％）

使用料
及び手数料
4,345万円
（8.0％）

使用料
及び手数料
4,345万円
（8.0％）

歳入
5億4,408
万円

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
６
月
末
現
在
の
予
算
執
行
状
況
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。
一
般
会
計
は
、
逓
次
繰
越
・
明
許
繰
越
分
を
含
む
６
月
末
現
在

の
予
算
額
４
３
０
億
４
、
９
０
０
万
円
に
対
し
て
収
入
済
額
91
億
２
、
６
５

０
万
円
（
収
入
率
21
・
２
％
）、
支
出
済
額
61
億
７
、
８
１
７
万
円
（
執
行

率
14
・
４
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
６
月
末
現

在
の
予
算
額
１
８
１
億
４
、

７
７
８
万
円
に
対
し
て
収
入

済
額
20
億
６
、
５
２
４
万
円

（
収
入
率
11
・
４
％
）、
支
出

済
額
25
億
０
、
２
７
９
万
円

（
執
行
率
13
・
８
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　人件費、扶助費、公債費などの経常

的な経費に、市税、地方譲与税、普通

交付税などの経常的な一般財源収入が

どの程度充当されているかを表す比率

です。平成22年度は90.4％でした。

　普通交付税の算定において、合理的かつ妥当な水準における行

政を行うとともに施設を維持するための財政需要を一定の方法で

算定した額を分母とし、標準的な状態で徴収が見込まれる税収入

を一定の方法で算定した額を分子として除した数値の３か年間の

平均値です。この数値が１を超えると普通交付税が交付されませ

ん。平成22年度は0.402でした。

公営企業会計名称 23年度
経営健全化

基準

水 道 事 業 会 計 − 20.0 

簡易水道事業特別会計 − 20.0 

下 水 道 事 業 特 別 会 計 − 20.0 

松之山温泉配湯事業特別会計 − 20.0 

【資金不足比率】　　　　　　　  （単位：％）

【組合債残高の状況】　　　　　　 （単位：万円）

【23年度特別会計の決算】　　　　 （単位：万円）

平成23年度の決算統計における財政指標の状況は次のとおりです。

会　計　名 ６月末予算額 収入済額 支出済額収入率 執行率

一　般　会　計 430億4,900 91億2,650 21.2 61億7,817 14.4 

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 62億5,290 9億5,881 15.3 11億5,596 18.5 

国民健康保険診療所 3億1,416 2,598 8.3 6,750 21.5 

後期高齢者医療 5億3,335 4,236 7.9 8,855 16.6 

介 護 保 険 61億9,526 8億0,882 13.1 9億8,257 15.9 

簡 易 水 道 事 業 13億9,569 7,442 5.3 7,747 5.6 

下 水 道 事 業 34億4,502 1億5,283 4.4 1億3,073 3.8 

松之山温泉配湯事業 1,140 202 17.7 1 0.1 

特 別 会 計 合 計 181億4,778 20億6,524 11.4 25億0,279 13.8 

合　　　計 611億9,678 111億9,174 18.3 86億8,096 14.2 

一
般
・
特
別
会
計
の

　
　
　

６
月
末
予
算
執
行
状
況

　経営健全化基準は、すべての団体が20.0％となって

います。いずれかの会計が20.0％以上となった場合は、

「経営健全化計画」を策定・公表するとともに県知事

に報告する必要があります。県知事から勧告を受けた

場合は、勧告の内容を議会に報告し、監査委員に通知

しなければなりません。

（※赤字でない場合は「−」で表示）

経常収支比率：91.3％
財政構造の弾力性を判断する指標

財政力指数：0.389
財政力の強さを判断する指標

24年度

十日町地域広域事務組合

津南地域衛生施設組合

　

十
日
町
市
と
津
南
町
で
構
成
さ
れ
る
十
日
町
地
域

広
域
事
務
組
合
で
は
、
主
に
消
防
業
務
及
び
家
畜
指

導
診
療
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

23
年
度
一
般
会
計
の
決
算

繰越金6,852万円※（　）内は構成比

※（　）内は構成比

会計名 歳入額 歳出額 繰越金

家畜指導
診 療 所

5,151 4,376 775

消 防 庁 舎 建 設 事 業 3億2,592

消 防 施 設 整 備 事 業 1億4,028

地 域 総 合 整 備 事 業 14億2,395

防 災 対 策 事 業 1,817

災 害 復 旧 事 業 債 2,278

合 　 　 　 　 　 計 19億3,110

23
年
度
一
般
会
計
の
決
算

　

十
日
町
市
（
中
里
地
域
・
松
之
山
地
域
の
み
）・

津
南
町
・
栄
村
の
３
市
町
村
で
構
成
し
、
火
葬
・

ご
み
・
し
尿
な
ど
の
共
同
処
理
を
行
い
ま
し
た
。繰越金4,106万円

財政構造の弾力性・財政力の強さの状況 〜財政指標〜

 （単位：万円・％）
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平成23年度の主な事業

①子育て世代の支援
新規 ファミリー・サポート・セ

ンター運営事業
220万円

育児を援助してほしい人としたい人
を仲介する役割のセンターを開設

新規 児童福祉施設整備事業
9,684万円

十日町小学校と特別支援学校の建設
に合わせて発達支援センターと放課
後児童クラブを設置

新規 へき地保育所施設整備事業
6,959万円

新座保育園の許可保育所のための施
設整備を実施

拡大 へき地保育所運営事業
１億2,554万円

社会保険料の事業主負担などの運営
費を支援

拡大 子ども医療費助成事業
１億1,498万円

子どもの医療費（通院）を中学まで
拡大して助成

拡大 特別保育助成事業
１億617万円

私立保育園の障がい児保育を支援

②高齢者の支援
拡大 高齢者等緊急通報システム

貸与事業
1,104万円 

単身老人世帯へ緊急通報装置を貸与

拡大 集落安心づくり事業
580万円

除雪など、集落維持を支える「共助
活動」を支援

拡大 包括的支援事業
7,761万円 

地域包括支援センター業務への支援

③障がいのある人の支援
拡大 重度障がい者交通費助成事業

734万円 
社会参加の促進と負担軽減のため、
タクシー利用料金、または通院など
の交通費を助成

拡大 障がい者就労支援事業
257万円

障がい者の就労機会拡大のため、高
齢者に向けた絵手紙の作成や市の清
掃業務などを発注

拡大 介護給付事業
３億4,945万円 

地域で生活する障がい者に介護を行
う各種サービスを支援します。

1人にやさしいまちづくり

2安全・安心なまちづくり

①地域中核病院の早期改築の推進
継続 地域中核病院建設推進事業

１万円
地域中核病院建設推進のため関係機
関との協議調整を実施

②中山間地集落の維持対策の強化
継続 中山間地域広域連携活性化

支援事業
138万円

農村集落の連携などによる、営農体
制の強化・ビジネス拡大などを行う
取組みを支援

拡大 高齢化集落（地域おこし協
力隊設置）事業

5,354万円
23年度に隊員７人を新規任用し、20
人で地域力の強化や地域振興を支援

拡大 地域生活支援事業
9,088万円 

障がい者を支援する相談員への支援

④教育環境の充実
新規 小中一貫教育推進事業

1,760万円
モデル中学校区を中心に試行的取組
みを実施

新規 教育系ネットワーク管理委
託事業

1,828万円 
小・中学校情報通信機器の保守管理
や効率的な使用を実施

継続 小学校施設整備事業
10億3,021万円 

十日町・千手小学校（老朽危険校舎改
築）、西小学校（耐震補強）、水沢小学
校（耐力度調査）、下条・松代小学校（危
険校舎改築設計）ほか

継続 中学校施設整備事業
４億8,873万円

十日町・中条中学校（耐震補強）、中
条中学校（グラウンド改修）、水沢中
学校（ランチルーム設置）ほか

拡大 交通空白地解消事業
392万円

市内７地区の交通空白地のうち５地
区で予約（デマンド）型乗合タクシ
ーの運行を開始

③低炭素・循環型社会形成
　の推進の支援
新規 循環型社会推進事業

195万円 
食品リサイクルを推進するため、事
業系生ゴミ処理機の購入を助成

継続 信濃川親水化整備事業
392万円 

河川親水施設などを維持継続をする
ための、除草機械の導入など

継続 地域グリーンニューディー
ル基金事業

977万円 
ミオンなかさとのペレットボイラー
に熱交換器を増設

④消費者保護対策の充実
新規 消費生活相談所設置事業

323万円
専門知識を有する相談員を配置し、
消費生活相談所を設置

⑤生涯元気に暮らせる保健医療の充実
新規 住民の医療参加促進事業

71万円
脳卒中予防などの講演会を３回開催
し、「こどもの急病・事故」保存版を
全世帯に配布

4まちづくりの実現のために

①大胆な市役所改革の実行
新規 自己啓発研修補助制度導入

８万円
職員が技術向上を目的に行う先進地
視察などの経費を支援、７人が活用

新規 職員知恵出し会議推進事業
27万円 

市の政策課題を庁内若手職員が集中
的に検討し、実効性の高い施策を形成

新規 事務支援員（大卒）制度の創設
3,881万円 

景気低迷で就職困難な大卒者や卒業
見込み者に働く場を提供するため、
高度な事務を担う事務支援員制度を
創設、19人を雇用

3活力ある元気なまちづくり

①怒涛の人の流れの創出
新規 職員知恵出し会議提案事業

1,794万円
若手市職員の提案事業、グリーンラ
イナー、とおかまちナビなどを実施

新規 松代地域街並み景観再生事業
720万円

気軽に立ち寄れて、文化と芸術の漂
う街並みづくりのため該当建物２棟
に助成

新規 中里地域道路災害防止事業
34万円

清津湯倉平線（清津の古道）落石対
策を実施

新規 都市環境整備事業
379万円

キナーレ南側進入路整備を検討する
ための現況測量を実施

継続 中心市街地活性化推進事業
408万円

「十日町市中心市街地活性化基本計
画」の策定

拡大 十日町市観光協会助成事業
5,355万円

交流人口の拡大を目指し、市観光協
会が行う各種業務に対して助成

拡大 大地の芸術祭運営事業
7,500万円

第５回展開催に向けた、作品制作な
どの準備を実施

②地域に活力を生む経済政
　策の強化
新規 産官学連携推進事業

564万円 
市のビジネスコンテスト提案企画と
事業所とのマッチング支援など

新規 交流都市ネットワーク事業
357万円

主に首都圏を中心とした交流都市な
どへの地元産品の販路拡大と観光誘
客を実施

継続 企業設置奨励事業
１億9,291万円

市内企業が行う施設設備の設置に対
して奨励支援を実施

③活力ある農林業の支援
新規 地域農産物ブランド化事業

７万円 
地域農畜産品のブランド化や情報発
信を行うため、PR活動を実施

新規 森林資源利活用事業
42万円

間伐材の利活用推進のため、市内人
工林の間伐材の搬出運搬費を支援

拡大 新規就農者支援事業
157万円 

新規就農者を確保するため、農業実
習生の受入農家への実習経費助成や
農業機械などの整備助成を実施

拡大 市単水田利活用自給力向上
事業

1,114万円 
農業所得の向上を図るため、水田転
作への各種取組みに対して助成

④スポーツ・文化芸術活動
　の支援
新規 市民文化ホール建設事業

79万円
市民検討委員会を組織し、ホールの
位置・規模・機能・管理運営などに
ついて検討

新規 国宝出土地・笹山遺跡の学
術調査（発掘）事業

1,359万円 
「火焔型土器の謎を解く」をテーマに、
学術調査や体験発掘などを実施

新規 博物館展示替え基本構想検
討事業

1,157万円 
国宝を中心とした展示のリニューア
ルを図るため、基本構想を策定

拡大 中里体育館建設事業
5,812万円

新体育館のための実施設計と現体育
館の解体工事を実施

新規 証明書自動交付機整備事業
709万円

支所窓口における手続きの迅速・簡
略化で市民サービスの向上を図るた
め、半自動で証明書の交付を行う窓
口受付システムを導入

②行財政改革の更なる推進
新規 行政改革推進事業

14万円
行政創造プラン2011（第2次行政改
革大綱）を策定

③新しい公共空間の形成
新規 自治基本条例検討事業

177万円
住民自治に基づく自治体運営の基本
原則を定めた条例制定の検討を開始

新規 協働のまちづくり事業
196万円

新しい公共を創出するため、公共空
間クリーンアップパートナー事業な
ど各種取組みを継続
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■問合せ：十日町市選挙管理委員会　☎757-3191

　新潟県知事選挙は、10月４日㈭に告示、10

月21日㈰に投票が行われます。私たちの暮ら

しに密接な選挙です。積極的に投票に参加しま

しょう。

①十日町市の選挙人名簿に登録されている人

②10月21日現在で満20歳（平成４年10月22日生まれ）以上の人

③平成24年７月３日以前から十日町市に住民登録している人　

　※県外に転出した人は、選挙資格がありません

投票資格

　入場券は、はがきでお届けします。はがきは、表示か所をはがすと、三つ折りになった入場券になっ

ています。ミシン目で切り離し、各自が投票の際にお持ちください。

　なお、入場券をなくした場合は、投票所で再発行します。

入場券

　投票は、全投票所で午前７時から開始します。ただし、終了時間は投票所によって異なりますので、

入場券に記載してある投票終了時間と投票所をよく確認し、投票してください。

投票時間

　身体機能障がいなどにより、投票所で投票できない人は郵便による不在者投票ができます。ただし、

事前に「郵便投票等証明書」の交付を受ける必要があります。この制度を利用するには身体障がい者手

帳などが必要になります。詳しいことは、下記に問い合わせてください。

郵便などの投票による不在者投票

●不在者投票

　指定病院や老人ホームなどに入院・入所している人、学生や仕事などで十日町市を離れている人、郵

便などによる不在者投票の対象となっている人は、不在者投票ができます。学生や仕事などで十日町市

を離れている人は、選挙管理委員会へ問い合わせてください。

※指定病院や老人ホームなどに入院・入所している人は、病院・施設の担当者に申し出てください。

　投票日当日、都合により投票所に行けない人は、期日前投票または不在者投票ができます。

●期日前投票

　下表のとおり開設されます。都合の良い投票所で投票してください。

期日前投票・不在者投票

期日前投票所 受付期間 受付時間

十日町保健センター（市役所隣）
１階　選挙事務室

10月５日㈮
　〜 10月20日㈯

午前８時30分
　　〜午後８時

川西庁舎１階　地域活動室

10月14日㈰
　〜 10月20日㈯

午前８時30分
　　〜午後７時

中里庁舎３階　中会議室

松代庁舎４階　多目的室

松之山庁舎１階

新潟県知事選挙
投票日：平成24年10月21日㈰

※にぎわいプロジェクトは十日町市の
　業務委託を受けて実施しています
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空き店舗活用グループ
　空き店舗活用グループリーダー衣料のかみしんの樋熊です。にぎ

わいショップは夏休み中に大勢の小中学生でにぎわいました。特に、

8月10日のとおか市では本町2丁目のお祭りに出張出店を行い、常

連の小学生にお手伝いしてもらいながら、大勢のお客様に楽しんで

もらえました。

　一方、チャレンジショップも２店のお店が営業しています。今抱

えている課題としては、駄菓子という商品

の特性上単価が安く、予算内で商売を続け

ていくために苦戦しています。子どもたち

の憩いの場を失くさないためにも、これか

らもよろしくお願いします。

【営業時間】平日：午後１時〜６時、土・日曜日、
祝日：午前10時〜午後３時、定休日：月曜日

　イベント企画運営グループリーダーミジョットの西野です。夏場はお休

みしていた「にぎわいサタデー」ですが、10月からはまたガンガンいき

ます。まず、10月27日㈯は「ハロウィン〜仮装パレード」。ハロウィンと

関係ないアニメやミュージシャンのコスプレでも鼻メガネを掛けただけで

もOK。“いつもと違う自分”になって、商店街をみんなでパレードしまし

ょう。仮装パレードへの参加は、午後３時に本町分庁舎に集合して下さい。

商店街各店もディスプレイや仮装、サービス盛りたくさんでお待ちしてい

ます。

　そして、11月17日㈯には「チャレンジ！子ども店長」

の第２弾を行います。昨年も大好評で継続が望まれてい

た企画の１つですが、今回も店主とともに張り切って楽

しみ、学びの機会を作りたいと思います。

イベント企画運営グループ

　情報発信グループリーダーモダン食堂KICHIの上村です。情報発信グループでは、市街地の食の「地

域ブランド」を新たに構築していくことを目指し、多くの市民や団体と協力し、これまでなかったよ

うな「まちづくり」を実施して全国に十日町を発信していこうと考えています。

　そこで、新しい食の地域ブランドとして「シフォンケーキ」をテーマに展開していこうと思ってい

ます。シフォンケーキとは、「食感が『絹織物（フランス語：chiffon）』のように軽い」ことから付

けられ、長く織物産業を中心に発展してきた十日町にふさわしいと考え、「十日町をシフォンケーキ

の町」として発信していくことに可能性を感じました。実現に向けて今後もさらに努力していきたい

と思いますので、よろしくお願いします。10月20日㈯キナーレで開催される十日町産業フェスタで

は㈱エフエムとおかまち主催の「（仮）十菓町シフォンケーキ秋コレクション」への参画を予定して

います。また、Facebookページでの「にぎわいプロジェクト」でも情報を発信していきますので、「い

いね！」やコメントなどをお寄せください。　

情報発信グループ
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市報とおかまち　平成24年9月25日号 10

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

市報とおかまち　平成24年9月25日号11

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

【
両
日
】
作
品
展
（
生
け
花
、

北
分
館
講
座
作
品
、
絵
画
、
写

真
、
書
な
ど
）、
企
画
展
（
お

と
ぎ
工
房
）、
岡
山
県
や
ま
て

交
流
物
産
販
売
（
き
び
団
子
、

桃
ジ
ャ
ム
、
ぶ
ど
う
、
大
手
ま

ん
ぢ
ゅ
う
）

・　

中
条
公
民
館
（
☎
７
５
２

―
２
７
４
８
）

差
押
動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を

実
施
し
ま
す

「
公
売
」
と
は

　
公
売
と
は
、
国
や
県
、
市
町
村

な
ど
が
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
滞

納
税
に
充
て
る
た
め
、
広
く
不
特

定
多
数
の
買
受
希
望
者
を
募
り
、

入
札
ま
た
は
せ
り
売
り
の
方
法
に

よ
っ
て
売
却
す
る
こ
と
で
す
。

　
市
で
は
、
ヤ
フ
ー
㈱
が
運
営
す
る
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
、
市
税
の
滞
納
者

か
ら
差
し
押
さ
え
た
動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
行
い
ま
す
。

　

十
日
町
が
好
き
な
人
、
ま
ち
づ

く
り
に
関
わ
り
た
い
人
、
十
日
町

の
未
来
に
つ
い
て
い
っ
し
ょ
に
語

り
合
い
ま
し
ょ
う
。

10
月
10
日
㈬
午
後
２
時
〜
４
時

ふ
ら
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
本

町
２
）

５
０
０
円
※
菓
子
・
飲
物
代

・　

10
月
８
日
（
体
育
の
日
）

ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
ぎ
わ
い

（
ふ
ら
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内

☎
７
６
１
―
７
２
３
０
）

　

賢
い
節
電
、
省
エ
ネ
へ
の
取
り

組
み
や
環
境
に
や
さ
し
い
ス
マ
ー

ト
エ
リ
ア
（
賢
い
地
域
）
作
り
を

紹
介
し
ま
す
。

10
月
９
日
㈫
午
後
３
時
〜
５
時

30
分

十
日
町
商
工
会
議
所

無
料

基
調
講
演
講
師

：

江
崎
浩
さ
ん

（
東
京
大
学
教
授
）、
講
演
「
新

潟
県
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
手
に

使
う
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
講

師

：

渡
辺
琢
也
さ
ん
（
新
潟
県

産
業
振
興
課
長
）
ほ
か

妻
有
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
星

名
（
㈱
オ
ス
ポ
ッ
ク
内
☎
７
５

６
―
５
０
０
４
）

「
花
の
こ
こ
ろ
・
人
の
和
・
こ
の

一
道
を
未
来
へ
」

10
月
７
日
㈰
〜
８
日
（
体
育
の

日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町

無
料

　

無
料
い
け
ば
な
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
各
日
２
時
か
ら
先
着
10
人
、

農
家
）

十
日
町
平
和
セ
ン
タ
ー
（
☎
７

５
７
―
０
２
７
２
）

10
月
４
日
㈭
午
前
９
時
〜
正

午

：

小
学
校
発
表
会
、
午
後
２

時
〜
４
時
30
分

：

中
学
校
発
表

会情
報
館

理
科
教
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５

９
月
29
日
㈯
〜
10
月
３
日
㈬
午

前
10
時
〜
午
後
５
時
（
３
日
は

４
時
ま
で
）

貸
古
民
家
「
百
年
の
館
」

５
０
０
円

ふ
る
さ
と
の
宝
物
を
発
掘
保
存

す
る
会
・
岩
田
（
☎
７
５
２
―

３
０
３
６
）

　

原
発
事
故
で
全
村
民
の
避
難
が

続
く
福
島
県
飯
館
村
の
講
師
を
迎

え
、村
の
現
状
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

10
月
４
日
㈭
午
後
６
時
30
分
〜

情
報
館

無
料
（
事
前
申
込
み
不
要
）

長
谷
川
健
一
さ
ん
（
飯
館
村
酪

十
日
町
市
ス
マ
ー
ト
エ
リ

ア
推
進
セ
ミ
ナ
ー

に
ぎ
わ
い
S
E
S
S
I
O
N

〜
み
ん
な
で
町
の
こ
と
、
話
そ
う
〜

五
五
〇
年
祭
池
坊
新
潟
中
越
支
部

服
部
社
中
い
け
ば
な
展

講
演
会

「
放
射
能
は
故
郷
を
奪
う
！
」

ふ
れ
愛
な
か
じ
ょ
う

公
民
館
ま
つ
り

第
48
回
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡

児
童
生
徒
科
学
研
究
発
表
会

霜
垣
義
三
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

布
に
よ
る
用
の
美
展

本
町
分
庁
舎
ギ
ャ
ラ
リ
ー

男
女
共
同
参
画
推
進
委
託
事
業

日 日会 会問

問

問

日￥

￥

講 会

「
桑
原
收
展
」

10
月
６
日
㈯
〜
12
月
８
日
㈯

（
照
明
は
午
後
７
時
ま
で
）

本
町
分
庁
舎

無
料

生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７
―
８

９
１
８
）

￥￥他 問問

問

問

申

日日 会会

【
性
（
生
）
と
向
き
合
う
講
座
③
】

　

「
子
ど
も
を
授
か
る
前
に
知
っ

て
お
く
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
日

ご
ろ
講
師
が
患
者
と
関
わ
る
中
で

感
じ
て
い
る
こ
と
を
話
し
ま
す
。

　

10
月
13
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

無
料

30
人

日

日日会 内 会￥￥

広告掲載

２
―
４
６
３
２
）

作
品
は
持
ち
帰
れ
ま
す
）

服
部（
☎
７
５
０
―
５
９
７
０
）

10
月
６
日
㈯
、
７
日
㈰
午
前
９

時
～
午
後
10
時
（
７
日
は
午
後

３
時
ま
で
）

【
６
日
】
レ
ス
ト
ラ
ン
ふ
れ
愛

（
午
後
４
時
〜
）、
第
20
回
大
花

火
大
会
（
午
後
７
時
～
８
時
）、

お
楽
し
み
抽
選
会
（
花
火
大
会

終
了
後
）

【
７
日
】
ふ
れ
愛
音
楽
館
（
午

前
10
時
～
ギ
タ
ー
、
フ
ル
ー
ト

演
奏
）、
レ
ス
ト
ラ
ン
ふ
れ
愛

（
午
前
10
時
30
分
〜
）、
ふ
れ
あ

い
広
場
（
わ
た
あ
め
、輪
投
げ
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
）、
芸
能
発
表

日

会

内

問

【
公
売
物
品
　
動
産
７
点
】

◆
売
却
区
分
①
「
座
卓
（
大
）」

材
質

：

ケ
ヤ
キ

寸
法

：

縦
2
0
4
㎝
×
横
1
2
4
㎝
×

高
さ
34
㎝
・
天
板

13
㎝

見
積
価
額

　

７
５
、
0
0
0
円

物
品
状
態

：

傷
や
汚

れ
あ
り

◆
売
却
区
分
②
「
座
卓
（
小
）」

材
質

：

ケ
ヤ
キ

寸
法

：

縦
1
6
0
㎝
×
横
1
0
6
㎝
×

高
さ
34
㎝
・
天
板

10
㎝

見
積
価
額

　

６
０
、
0
0
0
円

物
品
状
態

：

傷
や
汚

れ
あ
り

◆
売
却
区
分
③
「
絵
画
」

作
品
名

：

大
海
一
郎
作
「
贅
沢
な
時と

間き

」

規
格
・
寸
法

：

Ｆ
25
号
（
縦
1
1
2
㎝

×
横
86
㎝
×
厚
さ
6
㎝
・
額
縁
含
む
）

見
積
価
額

：

８
０
、
0
0
0
円

物
品
状
態

：

額
縁
に
傷

や
汚
れ
、

額
縁
裏
に

破
損
あ
り

◆
売
却
区
分
④
「
火
鉢
」

材
質

：

桐
、
銅

形
状
・
寸
法

：

円
柱
形　

円
周
49
㎝
×

高
さ
59
㎝

見
積
価
額

：

5
、
0
0
0
円

物
品
状
態

：

傷
や

汚
れ
サ
ビ
あ
り

◆
売
却
区
分
⑤
「
掛
軸 

１
幅
」

作
品
名

：

岸
浪
柳
渓
作「
駿
風
急
雨
図
」

寸
法

：

縦
1
9
6
㎝
×
横
56
㎝

見
積
価
額

：

６
０
、
0
0
0
円

物
品
状
態

：

木
箱
・
後
付
け
の
外
箱
付

き
。
汚
れ
、
シ
ミ
あ
り

◆
売
却
区
分
⑥
「
屏
風 

6
曲
2
双
」

寸
法

：

縦
1
7
3.
6
㎝
×
横
59.
5
㎝

×
厚
さ
1.
5
㎝
／
1
双

見
積
価
額

：

５
、
０
０
０
円

物
品
状
態

：

汚
れ
、

　

シ
ミ
、
裏
面
に

　

破
れ
あ
り

　

※
写
真
は
左
側

　

の
1
双

◆
売
却
区
分
⑦
「
バ
イ
ク 

1
台
」

規
格

：

ホ
ン
ダ
Ｃ
Ｂ

7
5
0
F

見
積
価
額

　

９
０
、
0
0
0
円

物
品
状
態

：

傷
や
汚

れ
、錆
な
ど
あ
り
。

エ
ン
ジ
ン
始
動
せ

ず
■
公
売
方
法

：

せ
り
売
り
形
式

■
公
売
場
所

：

Y
a
h
o
o
!
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
内「
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」

■
公
売
参
加
申
込
期
間

：

10
月
9
日
㈫

午
後
11
時
ま
で

■
入
札
期
間

：

10
月
16
日
㈫
午
後
1
時

～
18
日
㈭
午
後
11
時

■
売
却
決
定
日
時

：

10
月
19
日
㈮
午
前

10
時

■
買
受
代
金
納
付
期
限

：

10
月
26
日
㈮

午
後
2
時
30
分
ま
で

　

公
売
物
品
の
詳
細
や
申
込
方
法
な

ど
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

及
び
ヤ
フ
ー
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://k

o
u
b
a
i.

a
u
ctio

n
s.y

a
h
o
o
.co

.jp
/

）
で
「
十
日

町
市
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

《
公
売
物
品
の
下
見
会
》

　

公
売
物
品
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ

ひ
実
物
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時

：

10
月
2
日
㈫
午
前
10
時
～
正

午
（
１
日
㈪
午
後
５
時
ま
で
に
要
事

前
申
込
み
）

■
場
所

：

市
役
所
川
西
庁
舎
1
階　

地

域
活
動
室
※
売
却
区
分
⑦「
バ
イ
ク
」

の
み
本
庁
舎
で
行
い
ま
す

■
申
込
み
・
問
合
せ

：

税
務
課
管
理
収

納
係　

☎
7
5
7

｜

3
1
1
3

定 ￥ 会



催
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催
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課
内
☎
０
２
５
―
５
２
６
―
５

１
１
１)

S
m

ile
-se

e
d

理
事
長
）

・　

市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ひ
と
サ
ポ
（
☎
７
６
１
―
７
４

４
４
）

「
10
月
の
番
組
情
報
」

●
投
影
日
＝
７
日
㈰
・
14
日
㈰
・

21
日
㈰
・
28
日
㈰
午
前
11
時
～

11
時
45
分

定
期
番
組

：

10
月
の
星
空

企
画
番
組

：

水
の
惑
星
地
球

ふ
れ
あ
い
畜
産
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
２

関
西
圏
と
の

経
済
交
流
セ
ミ
ナ
ー

も
の
が
あ
り
ま
す

新
潟
県
農
林
水
産
部
畜
産
課

（
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
３

０
８
）

●入館料：大人500円、小・中・高生300円

●参加費：大人500円、小・中・高生300円

●集合場所・問合せ：キョロロ ☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の同伴が必要です

日　時・テーマ

６日㈯ 午後１時〜午後３時：ブナ林調査

７日㈰ 午後１時〜午後２時30分：稲刈り

８日㈷ ・14日㈰ 午後１時〜午後２時30分：
キノコを探して食べよう！

13日㈯ 午後１時〜３時：アリ調査

20日㈯ 午後１時15分〜５時：花ごよみ調査

21日㈰ 午後１時〜２時30分：里山の生き物
探険

26日㈮ 午後６時30分〜７時45分：研究員ミ
ニ講演会

27日㈯ 午前８時30分〜11時30分：探鳥会

 「森の学校」キョロロ
10月の里山体験プログラム

問

　

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
ま
す
。

10
月
13
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時

新
潟
ふ
る
さ
と
村
（
新
潟
市
）

無
料

ク
イ
ズ
大
会
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
づ

く
り
（
有
料
）、
手
作
り
バ
タ

ー
教
室
（
無
料
）、
動
物
と
の

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
（
無
料
）

な
ど
※
一
部
開
始
時
間
が
決
ま

っ
て
い
る
も
の
、
人
数
限
定
の

日内 会￥

　

北
陸
新
幹
線
の
開
業
で
、
関
西

圏
や
北
陸
圏
な
ど
と
の
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
そ
こ
で
、
関
西
経
済
連
合
会

よ
り
講
師
を
招
き
、
新
幹
線
開
業

に
期
待
す
る
こ
と
、
経
済
交
流
の

可
能
性
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

10
月
17
日
㈬
午
後
3
時
30
分
～

5
時

ホ
テ
ル
ハ
イ
マ
ー
ト
（
直
江
津

駅
前
）

２
０
０
人
（
多
数
時
抽
選
）

・　

新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
推
進

上
越
広
域
連
携
会
議
事
務
局

（
上
越
市
新
幹
線
・
交
通
政
策

日会

　市内で行われている被災地支援の実

践や仙台市にある東北大学大学院准教

授の石井山竜平さんのお話に学びま

す。そこから、自分なりにできること

がきっと見つかるはずです。

無料

先着35人

３回連続講座ですが、特定の回のみ

の参加申込みも受け付けます。ただ

し、申込者が定員を超えるときは、

３回参加できる人を優先します。

・　・　 10月19日㈮までに中央公

民館　☎757-5011

あなたにもできることが見つかる！
東日本大震災復興支援を考える講座

会

定

申 問

￥

他

●第１回　10月23日㈫　午後７時30分～９時

「越後から被災地へ『愛』を届けるボランティア」
　県内から被災地へ支援活動に向うボランティア「越後
愛届け隊」を結成した共立観光㈱倉田智浩さんによる取
組み紹介。

●第２回　11月６日㈫　午後７時30分～９時

「若者たちによる耕作放棄地の活用が被災地を支える」
　耕作放棄地で作物を栽培し、その販売収益金を被災地
の復興支援に活用している「日本復興！サンライズプロ
ジェクト」の皆さんによる取組み紹介。

●第３回　11月20日㈫　午後７時30分～９時

「私たちは東日本大震災から何を学んだのか～被災地の現
場から十日町へのメッセージ～」
　多くの被災地に入り、『東日本大震災と社会教育』（国
土社）を著した東北大学大学院教育学研究科准教授　石
井山竜平さんによる講演と参加者とのディスカッション。

仲
栄
美
子
さ
ん
（
た
か
き
医
院

産
婦
人
科
医
）		

・　

10
月
11
日
㈭
ま
で
に
企
画

政
策
課
協
働
推
進
係
（
☎
７
５

７
―
３
６
９
３
）

講申

問

申

問

【
講
演
会
／
女
性
な
ら
で
は
の
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

　

女
性
な
ら
で
は
の
発
想
の
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
女
性
の
視
点

で
災
害
時
対
応
や
備
え
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。

10
月
19
日
㈮
講
演
会

：

午
後
１

時
30
分
～
３
時
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ

：

３
時
〜
４
時

情
報
館

無
料

１
０
０
人

黄
本
富
士
子
さ
ん
（
東
日
本

大
震
災
救
助
支
援
活
動
団
体

日定 会￥講

き
の
こ
鑑
別
講
習
会

10
月
16
日
㈫
午
前
９
時
30
分
～

午
後
２
時
20
分
※
送
迎
バ
ス
は

８
時
市
役
所
本
庁
発

マ
ウ
ン
テ
ン
パ
ー
ク
津
南

無
料

・　

環
境
衛
生
課
環
境
企
画
係

（
☎
７
５
２
―
３
９
２
４
）

日会￥申

問

会
を
行
い
ま
す
【
不
用
品
受
付

方
法

：

10
月
12
日
㈮
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
。
市
民
体
育
館
へ

希
望
価
格
を
付
け
て
持
ち
込

み
。
売
り
上
げ
の
30
％
が
手
数

料
と
し
て
必
要
。
残
品
の
返
却

な
し
。衣
類
は
未
使
用
に
限
る
。

預
か
り
を
お
断
り
す
る
場
合
あ

り
。
大
型
の
物
品
は
不
可
】

【
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
】

　

市
報
10
月
25
日
号
で
一
覧
を
掲

載
す
る
予
定
で
す
。
希
望
者
が
多

い
と
き
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

（
注
意
点
）

　

提
供
者
・
希
望
者
と
も
に
相
手

に
連
絡
先
を
提
供
す
る
こ
と
を
承

諾
し
て
く
だ
さ
い
。
事
務
局
が
仲

介
し
ま
す
。

（
安
全
性
に
つ
い
て
）

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
や
自
転
車

な
ど
、
使
用
に
安
全
性
が
求
め
ら

れ
る
品
物
に
つ
い
て
は
、
提
供
を

受
け
た
人
が
専
門
業
者
な
ど
で
安

全
確
認
を
受
け
て
か
ら
使
用
す
る

こ
と
を
条
件
と
し
ま
す
。
品
物
の

引
渡
し
に
関
し
て
消
費
者
協
会
と

市
は
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

　

市
消
費
者
協
会
（
産
業
政
策
課

内
☎
７
５
７

｜

３
１
３
９
）

　

皆
さ
ん
が
日
頃
食
べ
て
い
る
料

理
を
出
品
し
ま
せ
ん
か
。
出
品
者

に
は
出
品
料
理
が
掲
載
さ
れ
た
記

・　

㈳
十
日
町
青
年
会
議
所

（
☎
７
５
７
―
５
１
１
１
）

セ
ー
ブ
・
ザ
・
リ
バ
ー

信
濃
川
２
０
１
２

中
里
公
民
館
（
☎
７
６
３

｜

２

４
９
３
）

問 内

　

宮
中
ダ
ム
下
流
か
ら
岩
沢
ま
で

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
川
を
下
り
な
が

ら
、
川
の
知
識
を
学
び
、
環
境
美

化
を
行
い
ま
す
。
当
日
、
講
習
が

あ
り
ま
す
の
で
初
め
て
の
人
で
も

安
心
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

10
月
21
日
㈰
午
前
８
時（
集
合
）

〜
午
後
６
時
（
解
散
）
※
荒
天

の
場
合
は
10
月
28
日
㈰
実
施

●
集
合
＝
ミ
オ
ン
な
か
さ
と

　

小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護

者
同
乗
）

３
、
０
０
０
円

30
人
（
多
数
時
抽
選
）

　

芸
術
の
秋
、
市
内
美
術
愛
好
者

の
作
品
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

10
月
20
日
㈯
〜
23
日
㈫
午
前
９

時
〜
午
後
８
時
（
23
日
は
４
時

ま
で
）

市
民
体
育
館

作
品
鑑
賞
会

：

20
日
㈯
午
前
10

時
〜
11
時
※
作
品
解
説
あ
り

生
涯
学
習
課
（
☎
７
５
７
―
８

９
１
８
）

第
45
回
十
日
町
市
美
術
展

問 日日 会対￥定 他

四
日
町
市
営
住
宅
Ｂ
棟
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

　

11
月
に
完
成
す
る
、
四
日
町
市

営
住
宅
Ｂ
棟
の
新
規
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。
応
募
の
条
件
な
ど
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間
＝
10
月
１
日
㈪
〜
16

日
㈫

●
募
集
戸
数
＝
◎
1
D
K

：

４
戸

（

6.4
帖

１

室
、
D
K
）

◎

2
D
K

：

３
戸
（
7.5
帖
1
室
、

問

問

会内 日申

【
ゆ
ず
り
ま
す
】

　

十
日
町
市
民

●
申
請
期
限
＝
10
月
５
日
㈮
ま
で

●
申
請
方
法
＝
所
定
の
申
請
用
紙

に
、
品
物
の
写
真
を
添
付
し
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
用
紙
の
入
手
場
所
＝
産
業

政
策
課
・
各
支
所
・
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

●
取
扱
対
象
物
品
＝
ス
ポ
ー
ツ
用

品
（
自
転
車
・
ス
キ
ー
な
ど
）、

レ
ジ
ャ
ー
用
品
（
子
ど
も
用
滑

り
台
・
楽
器
・
ア
ウ
ト
ド
ア
用

品
な
ど
）、
乳
幼
児
・
子
ど
も

用
品
（
ベ
ビ
ー
カ
ー
・
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
な
ど
）、
介
護
用

品
（
介
護
用
ベ
ッ
ド
・
車
い
す

な
ど
）、
家
具
（
学
習
机
・
タ

ン
ス
な
ど
）、
家
電
製
品
（
た

だ
し
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対

象
製
品
を
除
く
）

●
取
扱
い
で
き
な
い
物
品
＝
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
製
品
（
エ

ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
「
液
晶
・
プ

ラ
ズ
マ
含
む
」、
冷
蔵
庫
「
冷

凍
庫
」、
洗
濯
機
「
衣
類
乾
燥

機
」）、
長
期
保
存
で
品
質
が
変

化
す
る
も
の
（
動
植
物
、食
品
、

堆
肥
な
ど
）、
取
扱
い
に
特
別

な
資
格
が
必
要
な
も
の
（
医
薬

品
・
農
薬
・
灯
油
な
ど
）、
法

律
に
反
す
る
も
の
（
違
法
コ
ピ

ー
商
品
な
ど
）、
修
理
・
修
繕

し
な
け
れ
ば
使
用
で
き
な
い
も

の
、
そ
の
他
（
貴
金
属
・
金
券
・

車
・
バ
イ
ク
・
農
機
具
・
タ
イ

ヤ
・
パ
ソ
コ
ン
・
布
団
・
そ
の

他
事
務
局
が
認
め
な
い
も
の
）、

衣
類
・
お
も
ち
ゃ
・
食
器
な
ど

※
衣
類
・
お
も
ち
ゃ
・
食
器
な
ど

に
つ
い
て
は
、
10
月
28
日
の
環

境
フ
ェ
ア
で
不
用
品
代
理
販
売

対
第
５
回

「
ゆ
ず
り
ま
す
ゆ
ず
っ
て
く

だ
さ
い
」〝
ゆ
ず
り
ま
す
〟

録
集
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

10
月
27
日
㈯

ユ
ー
モ
ー
ル

料
理
の
テ
ー
マ

：

①
わ
が
家
の

ご
っ
つ
ぉ
（
普
段
食
卓
に
並
ぶ

料
理
）
②
孫
・
子
ど
も
に
伝
え

た
い
料
理
③
米
粉
料
理

・　

10
月
10
日
㈬
ま
で
に
食
の

文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

（
中
里
支
所
地
域
振
興
課
内
☎

７
６
３

｜

２
５
１
１)

定申

問

申

問

第
８
回

な
か
さ
と
食
の
文
化
祭

出
品
者
募
集



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

市報とおかまち　平成24年9月25日号 14

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成24年9月25日号15

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

●診療時間：午前８時30分〜午後５時

※昼休み時間が医療機関により異なりますので、

午後の診療開始時間は問い合わせてください

10月の休日救急医

問健康支援課成人保健係　☎757-9764

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

中条病院 中条北原 757-3018

富田医院
発電所通り西
（川西） 761-0200

池田医院 本町西１ 752-2581

大坪医院 四日町新田２ 757-6100

国保倉俣診療所 芋川（中里） 763-2147

(十)山口医院 袋町中 752-2174

21日㈰

28日㈰

７日㈰

14日㈰

８日㈷

●
募
集
内
容
＝
元
気
で
が
ん
ば
る

子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
標
語

や
、
未
来
に
向
け
て
の
子
ど
も

た
ち
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な

る
標
語

㈶
こ
ど
も
未
来
財
団
研
修
調
査

部
標
語
募
集
係
（
☎
03
―
５
５

１
０
―
１
８
３
３
）

午
前
10
時
〜
11
時

㈱
大
和
伸
管
所
新
潟
橘
工
場

午
後
０
時
30
分
〜
３
時
30
分

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
10
月
25
日
㈭
】

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

吉
沢
織
物
㈱
昭
和
町
工
場

【
10
月
30
日
㈫
】

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

松
代
支
所

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

松
之
山
支
所

健
康
支
援
課
母
子
保
健
係
（
☎

７
５
７
―
９
７
５
９
）

健
康
相
談
（
保
健
師
に
よ
る
相
談
）

臨
床
心
理
士
こ
こ
ろ
の
相
談
会

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

【
10
月
１
日
㈪
・
15
日
㈪
】

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
隣
）

【
10
月
９
日
㈫
】

午
前
９
時
〜
11
時

川
西
庁
舎

【
10
月
11
日
㈭
】

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

吉
田
公
民
館

【
10
月
15
日
㈪
】

午
前
９
時
〜
11
時

松
代
庁
舎

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

松
之
山
庁
舎

【
10
月
19
日
㈮
】

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

水
沢
公
民
館

【
10
月
26
日
㈮
】

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

下
条
公
民
館

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

中
条
公
民
館

【
10
月
29
日
㈪
】

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

中
里
庁
舎

健
康
支
援
課
成
人
保
健
係
（
☎

７
５
７
―
９
７
６
４
）
ま
た
は

各
支
所
市
民
課

会

会

会

会 会 会 会 会

会問
　

不
眠
、
不
安
、
意
欲
の
低
下
な

ど
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
本
人

で
も
家
族
で
も
無
料
で
相
談
で
き

ま
す
。
※
要
予
約

10
月
24
日
㈬
午
後
６
時
〜
８
時

十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー

●
医
師
＝
有
田
医
師
（
中
条
第
二

病
院
）

・　

健
康
支
援
課
成
人
保
健
係

（
☎
７
５
７
―
９
７
６
４
）

日会

会 会

申

問

　

人
間
関
係
や
家
庭
問
題
な
ど
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
無
料
で
相

談
で
き
ま
す
。
※
要
予
約

　

10
月
10
日
㈬
午
後
１
時
〜
３
時

　

十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
隣
）

　

・　

健
康
支
援
課
成
人
保
健
係 

（
☎
７
５
７
―
９
７
６
４
）

日

会

会

申

問

「
児
童
福
祉
週
間
」
標
語
募
集

問

問

●
募
集
期
間
＝
10
月
22
日
㈪
ま
で

６
帖
１
室
、
D
K
）
※
12
月
上

旬
か
ら
入
居
可
、
単
身
可

●
構
造
＝
木
造
２
階
建

●
家
賃
な
ど
＝
１
Ｄ
Ｋ

：

月
額
１

５
、
２
０
０
円
～
２
２
、
７
０

０
円
、
２
Ｄ
Ｋ

：

月
額
１
８
、

７
０
０
円
～
２
７
、
８
０
０
円

●
敷
金
＝
３
か
月
分

●
駐
車
場
＝
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

１
台

：

月
額
２
、
3
0
0
円
※

冬
期
間
の
除
雪
費
用
は
、
利
用

者
負
担

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係
（
☎

7
5
7

｜

9
9
3
5
）

10
月
28
日
㈰
午
前
８
時
～
午
後

５
時

ま
つ
だ
い
駅
、
松
代
本
町
通
り

高
校
生
以
上

よ
さ
こ
い
チ
ー
ム
の
受
付
・
招

集
・
誘
導
、
給
水
所
の
運
営
、

会
場
・
駐
車
場
の
整
理
※
休
憩
・

昼
食
あ
り

・　

10
月
５
日
㈮
ま
で
に
松
代

公
民
館
（
☎
５
９
７

｜

２
３
０

１
）

ほ
く
ほ
く
線
元
気
ま
つ
り
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

も
の
忘
れ
相
談
会

　

保
健
師
が
脳
の
い
き
い
き
度
チ

ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。
無
料
で
相

談
で
き
ま
す
。
※
要
予
約

①
10
月
12
日
㈮
②
10
月
26
日
㈮

午
後
１
時
〜
３
時

　

①
水
沢
公
民
館
②
吉
田
公
民
館

・　

福
祉
課
お
と
し
よ
り
係

（
☎
７
５
７
―
９
７
５
８
）

【
10
月
15
日
㈪
】

日会

問

申

会

日会対申

問

内

①
10
月
30
日
㈫
②
11
月
15
日
㈭

午
前
10
時
～
午
後
3
時

①
松
代
総
合
セ
ン
タ
ー
②
中
里

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

18
歳
未
満
の
子
ど
も
に
関
す

る
、
発
達
の
遅
れ
、
不
登
校
、

性
格
行
動
上
の
問
題
な
ど
の
相

談
、
18
歳
以
上
の
人
の
知
的
障

が
い
に
関
す
る
相
談

・　

10
月
19
日
㈮
ま
で
に
子
育

て
支
援
係
（
☎
７
５
７
―
３
７

１
９
）

国
民
年
金
保
険
料
の
後
納

制
度
が
始
ま
り
ま
す

南
魚
沼
児
童
相
談
所
・
知
的
障

害
者
更
生
相
談
所
の
巡
回
相
談

手
話
奉
仕
員
窓
口
配
置

　

10
月
15
日
㈪
午
前
11
時
〜
午
後

３
時

●
配
置
場
所
・　

福
祉
課
（
☎
７

５
７
―
３
７
８
２
）

日

日

問

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
２
年
前

ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

後
納
制
度
に
よ
り
、
10
年
前
ま
で

の
納
め
忘
れ
た
保
険
料
を
納
付
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
後
納
は
、
平
成
24
年

10
月
か
ら
27
年
９
月
ま
で
の
３
年

間
行
わ
れ
ま
す
。

●
後
納
制
度
を
利
用
で
き
る
人

▼
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
で
、

過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
期

間
や
未
加
入
期
間
が
あ
る
人
。

▼
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、

過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
期

間
や
未
加
入
期
間
、
さ
ら
に
は

任
意
加
入
期
間
中
に
納
め
忘
れ

の
期
間
が
あ
る
人
。

▼
65
歳
以
上
の
人
で
、
年
金
の
受

給
資
格
が
な
く
、
任
意
加
入
を

し
て
い
る
人
な
ど
。

※
後
納
制
度
は
、
現
在
老
齢
基
礎

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん

●
後
納
保
険
料
の
額

　

後
納
制
度
に
よ
っ
て
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
保
険
料
（
後
納
保
険

料
）
の
額
は
、
納
付
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
当
時
の
保
険
料
額

に
一
定
額
が
加
算
さ
れ
た
額
と
な

り
ま
す
。

　

平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
25
年

３
月
31
日
ま
で
に
納
め
る
こ
と
が

で
き
る
後
納
保
険
料
の
月
額
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◎
14
年
度
分

：

１
４
、
９
４
０
円

◎
15
年
度
分

：

１
４
、
７
２
０
円

◎
16
年
度
分

：

１
４
、
５
１
０
円

◎
17
年
度
分

：

１
４
、
５
６
０
円

◎
18
年
度
分

：

１
４
、
６
１
０
円

◎
19
年
度
分

：

１
４
、
６
４
０
円

◎
20
年
度
分

：

１
４
、
７
６
０
円

◎
21
年
度
分

：

１
４
、
８
４
０
円

※
後
納
制
度
は
、
10
月
１
日
か
ら

実
施
さ
れ
る
の
で
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
ら
れ
る
平
成
14
年

度
分
の
保
険
料
は
、
平
成
14
年

10
月
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
11
月
に
な
る
と
、

平
成
14
年
11
月
分
の
保
険
料
ま

で
し
か
後
納
で
き
ま
せ
ん

●
後
納
で
き
る
保
険
料
の
順
序　

　

後
納
で
き
る
保
険
料
は
順
序
が

あ
り
、
過
去
10
年
前
ま
で
の
保
険

料
の
う
ち
最
も
古
い
分
の
保
険
料

か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
一
部
免
除
期
間
の
う
ち

免
除
さ
れ
な
い
部
分
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
期
間
に
つ
い
て
も
、

こ
の
保
険
料
の
後
納
が
で
き
ま

す
。国

民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
（
☎
０
５
７
０

｜

０
１
１

｜

０
５
０
）、
六
日
町
年
金
事
務

所
国
民
年
金
課
（
☎
０
２
５

｜

７
１
６

｜

０
８
０
０
）

問

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
お
知
ら
せ

【
高
齢
者
・
小
児
共
通
事
項
】

　

申
込
み
の
と
き
に
、
対
象
者
で

あ
る
こ
と
を
医
療
機
関
に
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

●
接
種
期
間
＝
10
月
中
旬
か
ら
接

種
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
医
療

機
関
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

流
行
時
期
や
接
種
の
効
果
な
ど

か
ら
、
12
月
中
旬
ま
で
に
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
実
施
医
療
機
関

・
市
内
の
各
医
療
機
関

・
津
南
病
院
、
石
川
医
院
、
古
藤

医
院
（
以
上
津
南
町
）

・
藤
巻
病
院
（
小
千
谷
市
）

※
十
日
町
病
院
が
か
か
り
つ
け
医

（
受
診
中
）
の
人
は
主
治
医
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
受
診
中

で
な
い
人
は
受
付
で
き
ま
せ
ん

【
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
に
つ
い
て
】

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
接
種
日

現
在
65
歳
以
上
で
接
種
を
希
望

す
る
人
、
ま
た
は
接
種
日
現
在

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、心
臓
・

じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
に
障

が
い
（
障
害
者
手
帳
１
級
）
が

あ
る
人
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
（
Ｈ

Ｉ
Ｖ
）
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

の
機
能
に
障
が
い
が
あ
る
人
で

接
種
希
望
の
人
。

個
人
負
担
は
１
、
０
５
０
円
で

す
。
医
療
機
関
の
窓
口
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い
（
そ
れ
以
外
の

費
用
は
市
が
負
担
し
ま
す
）。

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料

●
接
種
回
数
＝
１
人
に
つ
き
１
回

※
実
施
医
療
機
関
以
外
の
医
療
機

関
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

【
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
の
減
額
に
つ
い
て
】

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
中
学
３

年
生
以
下
で
接
種
希
望
の
人
。

●
減
額
内
容
＝
各
医
療
機
関
で
接

種
料
金
か
ら
１
、
０
０
０
円
が

減
額
さ
れ
ま
す
。
減
額
後
の
料

金
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
お
支

払
い
く
だ
さ
い
。

●
減
額
対
象
の
接
種
回
数
＝
１
人

に
つ
き
２
回
ま
で

※
健
康
支
援
課
の
窓
口
で
の
減
額

分
の
払
い
戻
し
の
手
続
き
は
行

い
ま
せ
ん

※
実
施
医
療
機
関
以
外
の
医
療
機

関
で
は
、
費
用
の
減
額
を
実
施

し
て
い
ま
せ
ん

10
月
31
日
㈬
ま
で
に
実
施
医
療

機
関
に
直
接
申
し
込
み
、
接
種

日
な
ど
は
医
療
機
関
か
ら
説
明

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

健
康
支
援
課
母
子
保
健
係
（
☎

７
５
７
―
９
７
５
９
）

￥

対

対

申問

会内 問 会申

問

全
血
献
血



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

市報とおかまち　平成24年9月25日号 16

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成24年9月25日号17

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

も
た
ち
と
そ
の
保
護
者

無
料

・　

情
報
館
（
☎
７
５
０

｜

５

１
０
０
）

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
７
５
７

｜

３
７
１
９
）

※家庭相談員による相談のための身体計測は行いません

10 月の乳幼児相談

期　日 会　　場

３日㈬
千手中央コミュニティセンター
受付時間：午前９時15分〜11時45分

９日㈫
中里 子育て支援センター「きらりん」
受付時間：午前10時〜11時

11日㈭

十日町 子育て支援センター「くるる」
受付時間：午前10時〜11時30分

松之山 子育て支援センター「にこにこ」
受付時間：午前９時〜11時

19日㈮
十日町保健センター
受付時間：午前10時〜11時30分

22日㈪
松代 子育て支援センター「すくすく」
受付時間：午前９時〜11時30分

23日㈫
十日町 子育て支援センター「くるる」
午前10時〜正午・午後１時30分〜３時

子育て支援課保育園係　☎757-9169問

〔健康相談〕

〔育児相談〕

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

24日㈬
午後１時
　〜１時30分

24年６月
生まれの乳児

10か月児
身体測定

25日㈭
午前９時
　〜９時30分

23年12月
生まれの乳児

１歳６か月児
健診

17日㈬
午後１時
　〜１時30分

23年４月
生まれの幼児

２歳６か月児
身体測定

24日㈬
午前９時
　〜９時30分

22年４月
生まれの幼児

３歳６か月児
健診

18日㈭
午後１時
　〜１時30分

21年４月
生まれの幼児

◎会　場…十日町保健センター（市役所隣）
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、フッ化物歯面塗
布希望確認票（１歳６か月児）、視聴覚アンケー
ト（３歳６か月児）、着替え、おむつなど

◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送ります。
届かない人は母子保健係へ連絡してください

◎２歳６か月児の歯科健診は親子健診です。保護者
も歯みがきをしてきましょう

10 月の乳幼児健診

健康支援課母子保健係　☎757-9759問

10
月
20
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

十
日
町
病
院
講
堂

無
料

「
病
気
と
治
療
に
つ
い
て
」「
食

事
な
ど
の
生
活
の
注
意
点
に
つ

い
て
」「
医
療
費
助
成
制
度
に

つ
い
て
」

十
日
町
保
健
所
地
域
保
健
課

（
☎
７
５
７
―
２
４
０
１
）　

肝
臓
病
教
室

～
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
つ
い
て
～

日会内問 ￥

離
乳
食
教
室

【
離
乳
の
は
じ
め
て
コ
ー
ス
】

　

10
月
５
日
㈮

　

３
か
月
〜
５
か
月
児

【
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
】

　

10
月
19
日
㈮

　

７
か
月
〜
９
か
月
児

●
受
付
＝
午
前
９
時
45
分
〜
10
時

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い

　

十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役

所
隣
）

日

対

日

　

母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具

　

健
康
支
援
課
母
子
保
健
係
（
☎

７
５
７

｜

９
７
５
９
）

問 持

会 対対

６
月
〜
９
月
分
の
児
童
手

当
を
振
り
込
み
ま
す

　

振
込
日
は
10
月
10
日
㈬
で
す
。

●
手
当
の
月
額
＝
３
歳
未
満
１
万

５
、
０
０
０
円
、
３
歳
以
上
小

学
校
修
了
前
１
万
円
（
第
３
子

以
降
は
１
万
５
、
０
０
０
円
）、

中
学
修
了
前
１
万
円
、
所
得
制

限
を
超
え
る
場
合
は
１
人
あ
た

り
一
律
５
、
０
０
０
円
。

問

８月の３歳児健診を受けた子32人

  むし歯のないよい歯の子 ※保護者の承諾を得て掲載しています

よい歯の子 住　所 保護者

村 山 柚
ゆず

寧
ね

（本町５） 明

保坂七
な

奈
な

美
み

（高田町３西） 大介

丸 山 創
そう

椰
や

（田中町西） 孝幸

五十嵐小
こ

雪
ゆき

（田中町本通り） 剛史

庭 野 晴
はる

大
た

（新座３） 賢和

髙 橋 真
まこ

虎
と

（四田町４） 学

尾 身 煌
こう

月
が

（妻有町東１） 龍司

杣 木 瑛
えい

太
た

（錦町１） 勝秀

小 林 悟
さと

士
し

（原） 弘一

村山颯
そう

太
た

朗
ろう

（水口） 克也

山 田 優
ゆ

奈
な

（水口） 賢司

小野塚空
そ

奈
な

（土市１） 雅人

丸 山 慧
けい

悟
ご

（珠川） 正和

よい歯の子 住　所 保護者

宮 澤 　 葵
あおい

（千手栄町） 直樹

野上ほのか （朝日町） 義人

上村衣
い

織
お

里
り

（下平新田） 直樹

滋 野 里
り

桜
お

（野口） 貴章

清 瀧 暖
はる

人
と

（東田尻） 洋一

山 田 眞
ま

白
しろ

（宮中） 武彦

小野塚月
つか

咲
さ

（松之山） 夏織

10
月
21
日
㈰
午
前
７
時（
出
発
）

●
ル
ー
ト
＝
深
坂
峠
〜
天
水
山

３
、
０
０
０
円

先
着
20
人

中
央
公
民
館

あ
す
な
ろ
山
の
会
・
渡
辺
昇（
☎

７
５
７
―
５
６
４
１
）
※
午
後

７
時
以
降

紅
葉
の
信
越
ト
レ
イ
ル

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

気
功
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

【読み聞かせの会「どんぐり」】
20日㈯午後２時〜３時
幼児〜小学３年生
・　情報館（☎750-5100）

【おはなしぴよぴよ】
６日㈯・13日㈯午前10時30
分〜11時

「読書週間スペシャル」
27日㈯午前10時30分〜乳幼児
向け、午後２時〜小学生向け
乳幼児
・　情報館（☎750-5100）

【おはなし「たまてばこ」】
11日㈭午前10時〜11時
乳幼児とその保護者
・　情報館（☎750-5100）

【アドベンチャースクール】
６日㈯「チャレンジ登山〜坂
戸山〜」
中央公民館（☎757-5011）

【ボーイスカウト】
８日㈷「米山登山」
小学１〜５年生
※１・２年生は親子で参加
根津（☎757-5077）

【託児付きエアロビクスサークル】
４日㈭・11日㈭・18日㈭・25
日㈭午前10時15分〜11時30分

　中央公民館※18日・25日は
サンクロス十日町
関口（☎090-1656-0200）

【十日町おやこ劇場】
「おはなしてんこもり」

13日㈯午前10時30分〜11時
30分
絵本の貸し出しあり
・　加賀書院（☎752-2114）

「わくわくキッズ（キッズ英語
＆エクササイズ）」

４日㈭・18日㈭午前10時45
分〜11時45分
中央公民館
２回無料※３回目から200円
着替え、飲み物 

「おやこde cafe」
　６日㈯午前10時〜11時45分
　中央公民館

丸山（☎090-2548-0507）
【ぐりぐらルーム】
　13日㈯午前10時〜11時
　神明水辺公園

乳幼児〜小学生
水落（☎756-2254）

【おはなしの会「ふきのとう」】
20日㈯午前10時〜11時
乳幼児〜小学３年生くらい
・　千手中央コミュニティセ
ンター（☎768-2308）

【おはなしひろば】
６日㈯午前10時〜
・　中里総合センター

（☎763-2493）

【すこやかランド】
23日㈫午前10時〜11時
生後４か月〜１歳未満の乳児
とその保護者
・　中央公民館（☎757-5011）

【なかよしランド】
２日㈫・９日㈫・16日㈫・23
日㈫・30日㈫午前10時〜11時
２日・23日は情報館西口
９日・30日は市民体育館
16日は遠足
１歳〜未就園児と保護者
中央公民館（☎757-5011）

【いっしょにあそぼ】
４ 日 ㈭・11日 ㈭・18日 ㈭・
25日㈭午前10時〜11時
未就園児と家族
・　水沢公民館（☎758-3101）

【すくすく教室】
３日㈬・10日㈬、17日㈬、24
日㈬午前９時30分〜11時30分
千手中央コミュニティセンター
未就園児と家族
春日（☎090-4939-7967）

【橘にこにこルーム】
５日㈮・19日㈮午前９時30
分〜11時30分
橘高齢者コミュニティセンター
未就園児と家族
子育て支援センターえくぼ

（☎768-2352）

10月のちびっこひろば　活動の内容は市報４月25日号6〜７ページをご覧ください。

問

対

日

日

日

問会

対
日

問会

対
日

問

問

日

会

問

問

対

対

会

会

会

日

日

日

日

会
他

問

￥
持

日

日

会 問

会 問

対
日

問会

会

対

対
問会

問

対

対

日

日

日

問

問

会

会

日

　

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図

10
月
７
日
㈰
午
前
８
時
30
分
出

発
〜
午
後
１
時
（
予
定
）
※
小

雨
決
行
（
雨
天
中
止
の
場
合
は

７
時
に
決
定
。
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
）

●
集
合
場
所
＝
ミ
オ
ン
な
か
さ
と

●
コ
ー
ス
＝
13
㎞

：

ミ
オ
ン
な
か

さ
と
〜
桂
〜
荒
屋
〜
倉
俣
大
橋

〜
ゆ
く
ら
妻
有
〜
駒
返
〜
清
津

大
橋
〜
干
溝
〜
ミ
オ
ン
な
か
さ

と小
学
生
以
上
※
小
学
３
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴

５
０
０
円
※
当
日
受
付

・　

10
月
１
日
㈪
ま
で
に
中
里

公
民
館
（
☎
７
６
３
―
２
４
９

３
）、
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
（
☎

７
６
３
―
４
８
１
１
）

日日

日

内持講問定

問

会￥￥

￥ 対

対
問会

日

聞
か
せ
屋
。
け
い
た
ろ
う
・

絵
本
ラ
イ
ブ

　

全
国
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

し
て
い
る
「
聞
か
せ
屋
。
け
い
た

ろ
う
」。
楽
し
い
伴
奏
つ
き
の
読

み
聞
か
せ
を
楽
し
み
ま
す
。

10
月
６
日
㈯
午
後
２
時
〜

幼
児
・
小
学
校
低
学
年
の
子
ど

日

会

問

￥

対

第
27
回
中
里
健
康
ウ
ォ
ー
ク

兼
第
16
回
ミ
オ
ン
ウ
ォ
ー
ク

申

問 申 り
、日
々
の
活
力
に
し
ま
し
ょ
う
。

10
月
12
日
㈮
午
後
６
時
30
分

（
受
付
）
〜
８
時

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

無
料

気
功
の
実
践

座
布
団
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル

藤
原
大
輔
さ
ん
（
鍼
灸
院
【
張

士
堂
】）

公
益
㈳
新
潟
県
看
護
協
会
十
日

町
支
部
看
護
師
職
能
委
員
会
・

阿
部
（
中
条
病
院
内
☎
７
５
７

―
３
０
１
８
）

９
月
の
納
税
・
納
付

　

９
月
は
固
定
資
産
税
第
３
期
、



市報とおかまち　平成24年9月25日号 18

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成24年9月25日号19

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

新
潟
県
司
法
書
士
会
、
新
潟
県

行
政
書
士
会
、
関
東
信
越
税
理

士
会
新
潟
県
支
部
連
合
会
、
新

潟
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
、
行

政
相
談
委
員
、
新
潟
行
政
評
価

事
務
所
（
共
通
）、長
岡
市
（
長

岡
会
場
の
み
）、
東
京
税
関
、

新
潟
市
（
新
潟
会
場
の
み
）、

新
発
田
市（
新
発
田
会
場
の
み
）

新
潟
行
政
評
価
事
務
所
（
☎
０

２
５
―
２
２
４
―
３
５
１
３
）

相
談
週
間
を
中
心
と
し
て
、
一
日

合
同
行
政
相
談
所
を
開
催
し
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
10
月
５
日
㈮
午
後
１
時
〜
４

時
②
10
月
18
日
㈭
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
③
10
月
24
日
㈬
午
後

１
時
〜
４
時

①
長
岡
市
立
劇
場
（
長
岡
市
）

②
新
潟
市
東
区
プ
ラ
ザ
（
新
潟

市
東
区
）
③
新
発
田
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
新
発
田
市
）

●
参
加
予
定
機
関
＝
新
潟
地
方
法

務
局
、
新
潟
労
働
局
、
北
陸
地

方
整
備
局
、
新
潟
県
、
日
本
年

金
機
構
、
新
潟
県
弁
護
士
会
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
要
予
約

　

・　

教
育
セ
ン
タ
ー
（
川
西
庁

舎
内
）
※
電
話
相
談
（
☎
７
５

６

｜

５
０
１
０
）
や
訪
問
も
行

っ
て
い
ま
す

【
女
性
相
談
専
用
電
話
】

　

月
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

●
相
談
＝
☎
７
５
７

｜

３
７
０
１

（
企
画
政
策
課
協
働
推
進
係
内
）

【
心
配
ご
と
相
談
】 

◇
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　

毎
週
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

◇
社
会
福
祉
協
議
会
中
里
支
所

　

10
月
19
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

　

川
西
・
松
代
・
松
之
山
は
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
７
５
０

｜

５
０
１
０
） 

　

お
お
む
ね
30
代
半
ば
ま
で　

　

若
者
の
た
め
の
仕
事
相
談

　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
な
が
お
か
（
☎

０
２
５
８

｜

38

｜

６
１
８
１
）

【
多
重
債
務
相
談
】

　

解
決
策
が
あ
る
は
ず
で
す
。
ま

ず
は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

10
月
10
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
※
要
予
約

　

本
庁
相
談
室

　

借
金
ト
ラ
ブ
ル

　

市
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
☎
７

５
７

｜

３
７
４
０
）

【
消
費
生
活
移
動
相
談
室
】

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る

た
め
の
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
相

談
会
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

10
月
14
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

※
要
予
約

本
町
分
庁
舎

市
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
☎
７

５
７

｜

３
７
４
０
）

【
消
費
生
活
相
談
電
話
】

　

月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後

４
時（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　

買
い
物
や
契
約
で
困
っ
て
い
る
人

●
相
談
＝
☎
７
５
７

｜

３
７
４
０

【
教
育
相
談
（
青
少
年
）】

　

月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
年
末
年
始
を
除
く
）
※

【
法
律
相
談
】

　

毎
週
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

本
庁
相
談
室

　

予
約
は
不
要
で
す
。
当
日
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

10
月
２
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

中
央
公
民
館

無
料

　

紙
製
の
カ
ッ
プ
麺
容
器
が
増
え

て
い
る
こ
と
で
、
白
色
ト
レ
ー
・

カ
ッ
プ
麺
の
資
源
ご
み
回
収
品
に

も
紙
製
の
カ
ッ
プ
麺
容
器
が
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
で
資
源
に

問

問 会 問 会

会￥

内 日日

日

内

「
法
の
日
」
週
間
「
く
ら
し
の
無
料

相
談
（
法
務
行
政
・
登
記
・
法
律
相
談
）」

問問 会会 日 日

問 内 対

10
月
の
休
館
日

各
種
相
談
の
お
知
ら
せ

問●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
㈪

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
＝
毎
週
㈫

●
情
報
館
＝
１
日
㈪
・
８
日
㈷
・

９
日
㈫
・
15
日
㈪
・
22
日
㈪
・

29
日
㈪

●
博
物
館
＝
１
日
㈪
・
９
日
㈫
・

15
日
㈪
・
22
日
㈪
・
29
日
㈪

●
松
之
山
郷
民
俗
資
料
館
＝
毎
週
㈫

●
ま
つ
だ
い
郷
土
資
料
館
＝
毎
週
㈬

●
市
総
合
体
育
館
＝
16
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
10
日
㈬
・

24
日
㈬

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
㈪

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
㈫

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
㈫
・
11
日
㈭
・

12
日
㈮

　

市
民
生
活
課
市
民
年
金
係
（
☎

７
５
７

｜

３
１
１
６
）
へ
予
約

【
行
政
相
談
】

【
10
月
12
日
㈮
】

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

本
庁
相
談
室

【
10
月
16
日
㈫
】

　

午
前
10
時
〜
正
午

　

社
協
松
代
支
所

【
10
月
17
日
㈬
】

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

は
あ
と
ふ
る
川
西

【
10
月
20
日
㈯
】

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

中
里
庁
舎

　

市
民
生
活
課
市
民
年
金
係
（
☎

７
５
７

｜

３
１
１
６
）

【
人
権
相
談
】

　

10
月
は
開
催
し
ま
せ
ん

　

市
民
生
活
課
市
民
年
金
係
（
☎

７
５
７

｜

３
１
１
６
）

【
定
例
年
金
相
談
】

　

10
月
11
日
㈭
・
25
日
㈭
午
前
10

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

　

ク
ロ
ス
テ
ン

　

市
民
生
活
課
市
民
年
金
係
（
☎

７
５
７

｜

３
７
４
８
）

【
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
】

　

10
月
12
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
※
要
予
約

　

本
町
分
庁
舎

問問

日会

会会会会

日　
10
月
17
日
㈬

　

ク
ロ
ス
テ
ン

【
第
１
部
】「
市
民
向
け
セ
ミ
ナ
ー
」

●
時
間
＝
午
後
２
時
〜
（
受
付
１

時
30
分
）

無
料
※
予
約
不
要

先
着
20
人

　

講
演
「
相
続
手
続
の
進
め
方
、

遺
言
の
作
成
に
つ
い
て
」
講

師

：

新
潟
県
弁
護
士
会
所
属
弁

護
士
ほ
か

【
第
２
部
】「
無
料
面
談
相
談
」

●
時
間
＝
午
後
３
時
〜
４
時
（
１

コ
マ
30
分
）

無
料
※
要
事
前
予
約

先
着
４
人

遺
言
（
遺
言
書
の
作
成
・
保
管
・

①
土
地
・
建
物
の
売
買
、
相
続
、

建
物
の
新
築
、
滅
失
な
ど
の

不
動
産
登
記
問
題

②
土
地
の
境
界
の
問
題

③
会
社
の
設
立
な
ど
の
会
社
・

法
人
登
記

④
結
婚
、
離
婚
、
養
子
縁
組
や

国
籍
取
得
な
ど
の
戸
籍
・
国

籍
の
問
題

⑤
地
代
、
家
賃
な
ど
の
供
託
の

問
題

⑥
家
庭
内
、
親
族
間
、
近
隣
の

も
め
ご
と
、
不
登
校
、
体
罰
、

不
当
な
差
別
、
虐
待
な
ど
の

人
権
の
問
題

⑦
金
銭
の
貸
借
、
保
証
、
多
重

債
務

●
相
談
担
当
者
＝
法
務
局
職
員
、

人
権
擁
護
委
員
、
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士

新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

（
☎
７
５
２
―
２
５
７
５
）

問

会 日

10
月
15
日
㈪
〜
21
日
㈰

行
政
相
談
週
間

遺
言
・
相
続
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
と
無
料
相
談
会

執
行
な
ど
）、
相
続
に
関
す
る

法
律
相
談

●
予
約
＝
☎
０
２
５
―
２
２
２
―

５
５
３
３ 

　

新
潟
県
弁
護
士
会
（
☎
０
２
５

―
２
２
２
―
５
５
３
３
）

￥ ￥内 定内 日会定

問

　

総
務
省
で
は
、
国
の
行
政
に
関

す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
な
ど
を

受
け
付
け
、
公
正
・
中
立
の
立
場

か
ら
そ
の
解
決
や
実
現
の
た
め
に

あ
っ
せ
ん
を
行
う
行
政
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
、
行
政

情報館　10月のテーマ図書

【
一
般
向
け
】

【
児
童
向
け
】

「花鳥風月」

『星の降る里』『星野道夫と見た風景』など、

自然の美しさを感じる本を紹介します。

「新潟にゆかりのある本」

『樋口可南子のいいものを、すこし。』『この

街で』など、新潟に関わりのある人物の本を

紹介します。

「はしるよ！」

『はしれ！やきにくん』『海辺の町を走るバス』

など、いろいろな「はしる」本を紹介します。

「世界をめぐる〜ヨーロッパ東部・北部編〜」

『金のさかな』（ロシア）、『さびしがりやのク

ニット』（フィンランド）など、ヨーロッパ

東部・北部の本を紹介します。

※テーマは一部変更したり追加したりする場合があります
　情報館　☎750-5100問

◆実施日：11月24日、12月22日、平成25年１月26日、２月23

日（10月・３月はありません）

◆会場：本庁市長室または応接室

◆対象：市内に住所または勤務地・所在地がある10人以内の団

体（個人からの申請は受け付けません。「市長への便り」をご

利用ください）

◆申込み方法：所定の様式に住所、氏名、年齢、電話番号、話し

合いたい内容などを明記のうえ、FAX、電子メール、郵送な

どで事前に申し込んでください。受付は先着順です。（開催日

の平日６日前締切り）

◆対話時間

　①午前９時から②午前10時から（１組50分以内）

◆出席者：市長ほか関係職員

◆その他：内容は市政に関するものに限ります。要望や市の制

度に関するものなど、内容によっては担当課で対応する場合が

あります。市長公務の都合などにより実施できない場合があり

ます。「市長への便り」「ふれあいトーク」もご利用ください。

◆申込み・問合せ
　企画政策課秘書広報係　☎757-3112

サタデー市長室 〜まちづくりを話しませんか〜
【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

　

市
報
９
月
10
日
号
13
〜
14
ペ
ー

ジ
、「
秋
の
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」
で

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

十
日
町
・
川
西
・
松
代
地
域
の
皆
さ
ん

紙
製
の
カ
ッ
プ
麺
容
器
は

燃
や
す
ご
み
へ

問

問

問

会日

日

日日他

内

国
民
健
康
保
険
税
第
６
期
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
第
６
期
及
び

介
護
保
険
料
第
６
期
の
納
付
月
で

す
。
期
限
（
10
月
１
日
）
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

　

税
務
課
・
市
民
生
活
課
・
福
祉

課
出
来
る
も
の
は
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
製
の
容
器
の
み
で
す
。
材
質
を

確
認
し
、
紙
製
の
場
合
は
、
燃
や

す
ご
み
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

環
境
衛
生
課
衛
生
業
務
係
（
☎

７
５
２

｜

３
９
２
４
）

時
間
が
午
前
９
時
〜
午
後
11
時
30

分
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し

く
は
、
午
前
９
時
〜
11
時
30
分
で

し
た
。
ま
た
、
問
合
せ
の
電
話
番

号
が
☎
７
６
５
―
５
０
１
３
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は

☎
７
５
６
―
５
０
１
３
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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世
界
の
ど
の
国
で
も
、
そ
の
国
の
文

化
や
習
慣
の
中
に
特
別
な
「
色
」
が
あ

り
ま
す
。
中
国
に
と
っ
て
は
、「
紅
」

が
特
別
な
色
と
な
り
ま
す
。

　

中
国
で
は
、
自
分
の
干え

支と

と
同
じ
年

の
こ
と
を
「
本
命
年
」
と
呼
び
、「
こ

の
年
に
は
結
婚
で
き
な
い
」
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
不
吉
な
年
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
災
い
を
は
ら
う
こ
と
が
で
き

る
の
が
紅
で
す
。
本
命
年
の
人
は
、
除

夜
に
な
る
と
早
々
に
赤
の
下
着
や
小
物

を
身
に
つ
け
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
紅
に

は
、
厄
払
い
の
効
果
が
あ
る
と
言
い
伝

え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

日
本
で
は
、
還
暦
な
ど
の
お
祝
い
に

赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
着
る
習
慣
が

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
た
年

の
干
支
に
戻
る
こ
と
か
ら
「
赤
ち
ゃ
ん

に
か
え
る
」
と
い
う
意
味
と
「
赤
は
魔

よ
け
の
色
」
と
い
う
意
味
を
込
め
て
い

る
そ
う
で
す
。
生
ま
れ
変
わ
っ
た
気
持

ち
で
ま
す
ま
す
お
元
気
に
と
い
う
願
い

を
込
め
た
長
寿
の
お
祝
い
は
、
中
国
か

ら
伝
わ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
祝
い
ご
と
や
魔
除
け
に
、
赤
色
を

使
う
こ
と
は
中
日
共
通
で
す
ね
。

　

ほ
か
に
も
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
日

本
は
祝
い
の
と
き
、「
赤
飯
」
を
食
べ

る
習
慣
が
あ
り
ま
す
が
、
中
国
で
は
、

子
ど
も
が
産
ま
れ
た
ら
、
ゆ
で
た
卵
の

殻
を
紅
色
に
染
め
て
、
親
戚
や
友
達
に

配
り
、
お
祝
い
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

中
国
の
結
婚
式
で
は
、
新
婦
が
白
い

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
の
ほ
か
に
赤
い

ド
レ
ス
を
着
る
の
が
定
番
。
新
郎
も
赤

の
飾
り
を
身
に
着
け
ま
す
。

　

お
正
月
の
春
し
ゅ
ん
れ
ん
聯
、
灯
籠
、
祝
儀
・
お

年
玉
袋
、
爆
竹
な
ど
も
全
部
、
紅
。
中

国
で
「
中
国
紅
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

「
紅
」
は
一
番
特
別
で
好
ま
れ
る
色
と

し
て
中
国
人
の
生
活
に
と
け
込
ん
で
い

ま
す
。

9

42

No.25

■
問
合
せ

：

「
森
の
学
校
」
キ
ョ
ロ
ロ

　
　
　
　
　
☎
５
９
５

�

８
３
１
１

　
活
動
を
紹
介
し
た
い
団
体
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
左
記
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ひ
と
サ
ポ

☎
０
８
０

�

３
５
２
２

�

２
３
１
０

⑥

地
域
の
宝
物
・
川
西
こ
し
ひ
か
り
を

生
か
し
、
ひ
ろ
め
た
い
！

■
問
合
せ

：

企
画
政
策
課
秘
書
広
報
係

　
☎
７
５
７

�

３
１
１
２

吉田中学校　体育祭

　吉田中学校は、文化祭や音楽交歓会のほか

にも、生徒会オリエンテーションやニコニコ

キャンペーンなど、全校でより良い学校にす

るための活動に取り組んでいます。学校行事

で一番のメーンとなるのが体育祭。１年生か

ら３年生までが一心同体となり、チームのた

めに全力を尽くします。そして、地域の皆さ

んにも楽しんでもらい、学校行事の枠を超え

て地域行事としての体育祭にすることも意識

しながら、生徒自ら企画・運営しています。

佐
野
裕
也
体
育
祭
実
行
委
員
長
―
―
吉
田
中
の

生
徒
は
、
元
気
で
団
結
力
が
あ
り
ま
す
。
体
育

祭
は
一
番
大
き
な
行
事
な
の
で
、
み
ん
な
の
力

が
さ
ら
に
集
ま
り
ま
す
。
一
番
の
見
ど
こ
ろ
は

応
援
合
戦
で
す
。
８
月
か
ら
準
備
を
始
め
、
一

生
懸
命
練
習
し
ま
し
た
。
体
育
祭
を
通
じ
て

一
人
ひ
と
り
が
強
く
な
り
、
各
軍
、
さ
ら
に

は
学
校
全
体
で
団
結
力
が
強
く
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

初
谷
淳
先
生
―
―
体
育
祭
で
の
応
援
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
作
り
上
げ
、
毎
回
の
練
習
を

全
力
で
取
り
組
み
、
最
後
の
最
後
ま
で
よ
り
良

い
も
の
に
し
よ
う
と
が
ん
ば
る
、
向
上
心
が
高

い
生
徒
た
ち
で
す
。
体
育
祭
を
通
じ
て
、
３
年

生
に
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
１
・
２
年
生
も
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上

げ
る
プ
ロ
セ
ス
を
学
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

Ｑ
、
設
立
の
意
義
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

川
西
は
、
日
本
一
お
い
し
い
米
の
産

地
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
そ
れ
が
生
か

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
低
迷
す
る
地
域
経

済
を
良
く
す
る
た
め
に
も
、「
川
西
の

米
を
売
り
出
そ
う
！
」
と
、
有
志
で
昨

年
３
月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

Ｑ
、
活
動
内
容
や
課
題
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い

　

食
味
主
体
の

米
作
り
と
そ
れ

を
ア
ピ
ー
ル
し

な
が
ら
の
直
販

シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
第
一
の
課

題
で
あ
り
、
目

標
で
す
。

　

各
生
産
法
人

は
、
地
域
ご
と

の
特
色
が
あ
り
、
ま
と
ま
る
こ
と
は
な

か
な
か
難
し
い
で
す
が
、
協
力
し
あ
っ

て
川
西
こ
し
ひ
か
り
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

目
指
し
た
い
で
す
。
協
議
会
は
、
そ
の

ま
と
め
役
、
言
っ
て
み
れ
ば
川
西
の
農

業
関
係
の
「
ひ
と
サ
ポ
」
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
今
後
の
夢
は
な
ん
で
す
か
？

　

最
終
的
に
、
一
般
生
産
者
か
ら
も
、

縁
故
米
用
や
独
自
販
売
用
に
、
協
議
会

で
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
米
袋
を
使
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
、

川
西
全
体
の
農
家
が
つ
な
が
り
、
川
西

こ
し
ひ
か
り
の
ブ
ラ
ン
ド
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
市
内
各
地
区
で
こ

の
よ
う
な
活
動
が
ひ
ろ
が
り
、
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
も
連
携
し
あ
う
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
れ
ば
最
高
で
す
。

川
西
こ
し
ひ
か
り
ブ
ラ
ン
ド

づ
く
り
協
議
会
　

し
さ
は
格
別
の
味
で
す
。
そ
ん
な
ぬ
か

釜
ご
飯
を
食
べ
る
機
会
は
め
っ
た
に

な
く
な
り
ま
し
た
が
、「
森
の
学
校
」

キ
ョ
ロ
ロ
で
は
、
田
植
え
や
稲
刈
り
な

ど
の
農
作
業
の
と
き
に
、
こ
の
ぬ
か
釜

で
炊
い
た
お
に
ぎ
り
を
昼
飯
と
し
て

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ぬ
か
釜
は
、
ま
き
を
用
意
し
た
り
、

火
を
く
べ
た
り
す
る
手
間
が
省
け
る

優
れ
た
生
活
用
具
で
し
た
。
も
み
殻
を

使
っ
た
ご
飯
炊
き
は
、
人
間
生
活
と
自

然
と
の
調
和
を
象
徴
す
る
エ
コ
の
元

祖
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、
ぬ
か
釜
に
は

再
生
可
能
な
循
環
型
社
会
を
形
成
し

て
き
た
稲
作
文
化
の
豊
か
さ
を
感
じ

ま
す
。
ぬ
か
釜
は
こ
の
地
域
の
、
後
世

に
引
き
継
ぎ
た
い
「
だ
い
じ
ん
が
�
」

の
一
つ
で
す
。

見
直
そ
う
！
ぬ
か
釜

　

「
ぬ
か
釜
」
と
聞
く
と
、「
懐
か
し
い

な
あ
」
と
思
う
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
ぬ
か
釜
と
は
、
も
み
か
ら
玄
米
を

作
る
「
も
み
す
り
」
で
で
き
た
「
も
み

殻
」
を
燃
料
と
し
て
ご
飯
を
炊
く
釜
の

こ
と
で
す
。
今
で
は
、
使
っ
た
こ
と
が

な
い
、
食
べ
た
こ
と
が
な
い
人
の
ほ
う

が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

昭
和
20
年
代
後
半
か
ら
昭
和
30
年

代
に
か
け
て
、
ど
の
家
庭
で
も
子
ど
も

は
、
家
族
の
一
員
と
し
て
ぬ
か
釜
の
担

当
を
し
て
い
ま
し
た
。
炊
き
あ
げ
る
米

の
量
に
よ
り
ぬ
か
を
入
れ
、
釜
の
中
央

に
枯
れ
た
杉
の
葉
に
火
を
つ
け
た
後

は
、
ご
飯
が
炊
き
あ
が
り
火
が
消
え
る

ま
で
手
を
出
し
ま
せ
ん
。「
初
め
ち
ょ

ろ
ち
ょ
ろ
中
ぱ
っ
ぱ
、
赤
子
泣
く
と
も

蓋
取
る
な
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
昔

な
が
ら
の
全
自
動
炊
飯
器
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

ぬ
か
釜
か
ら
吹
き
こ
ぼ
れ
る
重
湯

と
、
湯
気
の
香
り
は
何
と
も
い
え
な
い

も
の
で
す
し
、
で
き
た
お
焦
げ
の
香
ば

「紅」一面のお正月飾り

中
国
を
代
表
す
る
色
「
紅ホ
ン

」



連
載
コ
ー
ナ
ー

連
載
コ
ー
ナ
ー

市報とおかまち　平成24年9月25日号 22

と か まお ち 光観 む混 報情ットド
.com

十日町の働く現場を紹介します
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わが
家の

わが
家の

▼
大
地
の
芸
術
祭
２
０
１
２
が
大
成
功
の

う
ち
に
閉
幕
し
ま
し
た
。
前
回
を
大
き
く

上
回
る
人
出
が
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
こ
の

越
後
妻
有
の
今
後
の
可
能
性
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
た
51
日
間
で
し
た
。
海
外
か
ら

の
お
客
さ
ん
に
も
積
極
的
に
コ
ミ
�
ニ

ケ
�
シ
�
ン
を
図
っ
て
い
た
じ
い
ち
�
ん

ば
あ
ち
�
ん
や
お
客
さ
ん
に
最
高
の
笑
顔

と
採
れ
た
て
野
菜
を
ふ
る
ま
っ
て
い
た
と

う
ち
�
ん
か
あ
ち
�
ん
な
ど
、
取
材
を
す

る
中
で
、
普
段
で
は
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
様
々
な
シ
�
ン
に
出
会
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

▼
そ
ん
な
中
で
強
く
感
じ
た
の
は
、「
越

後
妻
有
の
一
期
一
会
の
心
が
、
訪
れ
た
人

に
�
ま
た
来
た
い
�
と
思
い
起
こ
さ
せ

て
、
そ
の
想
い
を
つ
な
げ
、
途
絶
え
さ
せ

な
い
魅
力
が
こ
の
越
後
妻
有
に
あ
る
」
こ

と
。
こ
れ
が
こ
の
地

域
の
大
き
な
強
み
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
9
月
も
終
盤
だ
と
い
う
の
に
暑
い
日
が

続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
市
報
が
発
行
さ
れ

る
頃
に
は
少
し
は
暑
さ
も
落
ち
着
い
て
い

る
の
で
し
�
う
か
。
こ
の
文
章
を
書
い
て

い
る
現
在
、
外
は
30
度
を
超
え
る
真
夏
日

で
す
。
県
内
で
も
場
所
に
よ
っ
て
は
猛
暑

日
を
観
測
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
雨
も
な

か
な
か
降
ら
ず
畑
や
田
ん
ぼ
の
作
物
に
も

影
響
が
出
て
き
て
い
ま
す
。そ
ん
な
な
か
、

う
ち
の
近
所
で
も
稲
刈
り
が
始
ま
り
ま
し

た
。「
今
年
は
日
照
り
の
影
響
で
出
来
が

イ
マ
イ
チ
」
な
ん
て
声
も
聞
こ
え
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
の
周
り
は
い
か
が
で
し
�
う

か
。
や
は
り
稲
刈
り
や
刈
り
終
っ
た
田
ん

ぼ
を
見
て
い
る
と
秋

を
感
じ
ま
す
ね
。
早

く
気
温
も
秋
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

～山内写真館の世界～
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　「イクメン」とは育児を楽しんでいるメ
ンズ（男性）、「カジダン」とは家事に積
極的な男性のことです。そんな我が家自
慢のイクメン・カジダンを紹介します。

⑥

6

(佐) (齋)

～地域のみなさんにかわいがられる商品を目指しています～

　わが家のパパは家事も分担し協力して
くれます。子どもの面倒もよく見てくれ
て、本気で遊んでくれます。子どもたち
はそんなパパが大好きです。（ママより）

　孫の世話、母親の介護、そして料理、米作
りと家庭菜園もこなすスーパージジです。ジ
ジの作るなす味噌と厚焼卵は絶品。まだまだ
現役でがんばってもらいます。（ババより）

パ
パ

：

金
沢
直
人
さ
ん
（
30
歳
・
姿
２
）

ジ
ジ

：

井
口
勇
一
さ
ん
（
62
歳
・
細
尾
）

リヤカーでの稲運び

　● 撮影時期：昭和31年９月下旬ころ

　● 撮影場所：十日町下島付近

　つるべ落としの秋の日、家族総出で刈

り取った稲束を集め、稲
ハッテ

架場
バ

まで運ぶの

は子どもの仕事でした。山の田んぼでは

上り下りのある坂を、荷縄とセナコウジ

で背負って運びました。立ち木を使った

稲架は10段にもなりました。

●問合せ：博物館　☎757-5531

　食の文化祭は100品以上の家庭料理が集まる食の祭典です。料理にまつわる思い出や作り方のコツ

などを話し合って、交流するほか、出品料理の試食はどなたでも参加でき、毎回大変にぎわいます。

■日時＝10月27日㈯　午前11時〜午後１時

■会場＝中里ショッピングセンターユーモール

■参加費＝無料（ただし出品料理の試食にはイ

ベント協力金として、500円程度のカンパを

お願いしています）

■内容＝午前11時〜　出品料理の鑑賞、ちま

きの結び方・米粉クレープ試食体験

　◎午前11時30分〜出品料理の試食会

　◎午後０時30分〜出品者交流試食会

　　そのほか地元野菜などの販売も行います。

■問合せ＝食の文化祭実行委員会事務局（中里

支所地域振興課内☎763-2511）

【記録集のお知らせ】

　昨年11月開催の第７回食の文化祭の出品

料理が載った「なかさと郷土の味記録集」を

1,000円で、事務局にて頒布しています。当日

会場でも販売します。

第８回なかさと食の文化祭

昨年のなかさと食の文化祭の様子

◆問合せ：十日町市観光協会　☎757－3345

　平成 15 年、㈱

玉垣製麺所で行っ

ていた餅の製造部

門を独立させて創

業しました。看板

商品である「杵つ

き手のし餅」は、

一臼一臼に気持ちを込め、手作業で作っているた

め、腰の強さとなめらかさが特徴です。職人によ

る手のし技術は、自慢できる職人技です。

　そばやうどんの乾麺にも独自のこだわりで熟成

乾燥をしています。乾麺は一般的に売られている

麺の約２倍長く、年越し蕎麦の「細く長く達者に

暮らせることを願う」という縁起物としても最適

です。中里地域が古くは「波
は

多
た

岐
きの

荘
しょう

」と呼ばれて

いたため、商品名に波多岐を使用しています。

　高品質な少量生産で、オンリーワンの商品を目

指し、地域の皆さんからかわいがられるような商

品を提供していきたいと思います。

　４月からは新作の焼

菓子「和風すいーとぽ

てと」の直売を始めま

した。クロステンやミ

オンなかさとなどでも

販売しています。

有限会社　なかさと食品
代 表 者：代表取締役　𠮷樂　浩
所 在 地：十日町市上山イ301番地1　☎763-2339
Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.nakasatoshokuhin.co.jp/
従業員数：４人
事業内容：食品製造（餅、そば、
　　　　　うどん、赤飯、菓子
　　　　　など）
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　女子レスリング選手団と市民の集いで

は、金メダリスト３選手や監督らがなごや

かな雰囲気の中、オリンピックでの裏話や

子どもたちとのトークなどで会場を沸かせ

ました。

貝野小学校リコーダー部25年連続全国大会出場を祝って

女子レスリング日本代表４人が堂々の凱旋報告松之山路を駆け抜け、豊かな自然を満喫

もみじの木に願いを連れて

　貝野小学校リコーダー部は、全国で初めて25年にわたっ

て全国大会に出場したことから、記念コンサートを開催し

ました。リコー

ダー部や卒業生

などによる伝統

の 音 色 に、 集

まった地元の皆

さん約200人が

聴き入っていま

した。

　約700人の市民が集まる中、桜花レスリ

ング道場（塩ノ又）で合宿を行い、ロンド

ン五輪女子レスリングで金メダルを獲得し

た小原日登美選手（48キロ級）、吉田沙保

里選手（55キロ級）、伊調馨選手（63キロ

級）、と、浜口京子選手（72キロ級）が、

凱旋報告をしました。初戦で敗退した浜口

さんには、子どもたちから手づくりの金メ

ダルが送られました。

中
　
里

市
　
内

９月２日㈰：貝野小学校

９月７日㈮～９日㈰：市役所本庁舎前ほか

が
ん
ば
れ
、
ち
び
っ
こ
救
助
隊
！

そ
ば
打
ち
、で
き
た
！

松　代十日町

9
月
16
日
㈰
：
市
役
所
松
代
庁
舎
駐
車
場

8
月
16
日
㈭
：
百
年
の
館
（
川
治
上
町
２
）

　

十
日
町
消
防
署
主
催

の
第
23
回
消
防
ひ
ろ
ば

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
ち
び
っ
こ
救
助
隊
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
み

ん
な
が
一
生
懸
命
に

ロ
ー
プ
を
登
り
、
そ
の

眼
差
し
は
ま
る
で
救
助

隊
員
の
よ
う
で
し
た
。

新
潟
県
が
認
定
し
て
い

い
る
「
十
日
町
な
り
わ

い
の
匠
」
の
中
沢
喜
明

さ
ん
（
妻
有
工
房
か
わ

き
た
・
川
治
中
町
）
に

よ
る
そ
ば
打
ち
体
験
教

室
。
参
加
し
た
５
組
の

親
子
は
、
苦
労
し
て

作
っ
た
そ
ば
の
味
に
大

満
足
の
笑
顔
で
し
た
。

（　

門
脇
洋
子
）

松
之
山

川
　
西

９月２日㈰：大厳寺高原ほか

９月２日㈰：小白倉

　２回目となる自転車の登坂レース「ヒルクラ

イムチャレンジシリーズ」。松之山温泉スキー

場から長野県境の深坂峠まで、全長11.6㎞、標

高差706ｍの難コースに、８歳から72歳までの

177人が出場しました。

　集落の伝統行事で、“奇祭”とされている「もみ

じ引き祭り」が開催されました。集落の人が総出

で樹齢40年以上にもなるもみじの木を引き、無病

息災、五穀

豊穣などそ

れぞれの願

いを連れな

がら練り歩

きました。

マ
ユ
ミ
の
仲
間
た
ち

　

我
が
家
で
は
、
秋
に
な
る
と
庭

の
石
垣
の
縁
や
花
壇
の
隅
に
植
え

ら
れ
て
い
る
庭
木
が
赤
い
実
を
つ

け
て
美
し
く
彩
り
ま
す
。
ニ
シ
キ

ギ
科
の
低
木
で
あ
る
マ
ユ
ミ
と
、

そ
の
仲
間
の
コ
マ
ユ
ミ
、
エ
ゾ
ツ

リ
バ
ナ
な
ど
で
す
。
ど
れ
も
山
に

自
生
し
て
い
る
と
き
に
は
、
そ
ん

な
に
派
手
に
な
ら
ず
に
控
え
め
で

す
が
、
採
取
し
て
庭
に
植
え
る
と

勢
い
を
増
し
て
、
コ
マ
ユ
ミ
は
密

生
し
、
マ
ユ
ミ
や
エ
ゾ
ツ
リ
バ
ナ

は
大
き
く
育
っ
て
実
を
た
く
さ
ん

つ
け
る
の
で
見
事
で
す
。

　

マ
ユ
ミ
の
名
前
の
由
来
は
、
古

代
の
弓
の
材
料

に
さ
れ
た
こ
と

か
ら
と
﹃
真
弓

の
義
﹄
と
﹃
古

事
記
伝
﹄（
本

居
宣
長
）
の
説

だ
と
い
い
ま
す

が
、
親
戚
の
古

老
は
赤
い
実
が

揺
れ
て
舞
う

﹃
舞
い
実
﹄
か

ら
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

実
が
小
型
の
コ
マ
ユ
ミ
は
「
シ

ラ
ミ
コ
ロ
シ
」
と
も
呼
ば
れ
、
昔

の
女
性
は
、
こ
の
葉
と
実
を
煎
じ

た
も
の
で
髪
を
洗
っ
て
毛
じ
ら
み

を
除
け
た
と
い
い
ま
す
が
、
熟
し

た
赤
い
実
は
下
痢
・
嘔
吐
・
心
臓

麻
痺
を
引
き
起
こ
す
有
毒
な
物

で
、
決
し
て
口
に
入
れ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　

エ
ゾ
ツ
リ
バ
ナ
は
日
本
海
側
の

多
雪
地
帯
に
多
く
見
ら
れ
、
弾
け

た
実
の
皮
に
赤
い
種
が
吊
り
下
が

っ
て
風
情
が
あ
る
の
で
庭
木
の
に

ぎ
わ
い
と
な
り
ま
す
。

　
文
・
イ
ラ
ス
ト
　
髙
橋
八
十
八

十
日
町
市
の 
自
然 ̃

 

秋 ̃

伊調選手

栄監督

吉田選手

小原選手
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「
病
院
任
せ
に
せ
ず
、
地
域
医
療
を
守

る
た
め
に
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
か
ら

始
め
た
い
と
の
思
い
で
支
え
隊
を
結
成
し

ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
４
隊
の
う
ち
の

一
つ
「
病
院
を
応
援
し
隊
」
代
表
の
高
橋

孝
男
さ
ん
。
高
橋
さ
ん
は
県
職
O
B
で
、

病
院
行
政
に
長
く
携
わ
っ
て
き
た
経
験
か

ら
、
全
国
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
医
師
不

足
な
ど
、
地
域
医
療
の
現
状
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
ま
す
。「
例
え
ば
十
日
町
病
院
で
は
、

救
急
医
療
を
一
切
断
ら
ず
、
少
な
い
ス

タ
ッ
フ
で
夜
間
や
休
日
に
も
対
応
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
医
師
や
看
護
師
な
ど
ス

タ
ッ
フ
の
労
働
環
境
は
と
て
も
過
酷
な
状

況
で
す
。
こ
の
地
域
の
医
療
を
守
る
た
め

に
、
た
だ
良
い
医
療
を
行
政
や
病
院
に
望

む
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
で
支
え
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、
活
動

へ
の
思
い
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

支
え
隊
は
４
隊
あ
り
ま
す
が
活
動
開
始

後
間
も
な
い
た
め
、
も
っ
と
多
く
の
市
民

か
ら
地
域
医
療
を
守
る
活
動
に
参
加
し
て

ほ
し
い
と
話
し
ま
す
。
高
橋
さ
ん
は
、「
病

院
を
応
援
し
隊
の
隊
員
は
現
在
32
人
。
４

隊
で
も
52
人
と
隊
員
が
少
な
い
状
況
で
す

が
、
支
え
隊
の
活
動
を
通
じ
て
市
民
一
人

ひ
と
り
の
思
い
を
病
院
に
届
け
、
医
師
や

看
護
師
が
勤
務
し
た
く
な
る
よ
う
な
病
院

づ
く
り
の
手
助
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

54

　病院を応援し隊代表の高橋孝男さん（写真後列中）と「病院を応援し隊」
で活動する皆さん。医師、看護師などの病院スタッフに感謝の気持ちを表す
「ありがとうポスト」を設置したほか、松代病院では、隊員が調理したおか
ずを病院スタッフにおすそ分けする「おかずの差し入れ」を行いました。今
後も活動の輪を広げていきます。

　「ありがとうポスト」製作のひと
コマ。ポストは十日町病院、松代病
院、上村病院、中条病院、中条第二
病院、津南病院の入口などに設置さ
れています。

　十日町病院で回収した「ありがと
うポスト」の便りに目を通す塚田芳
久院長（写真左）と代表の高橋さ
ん。投函された感謝の便りは半年間
で50通を超えました。

●
問
合
せ
　
事
務
局（
十
日
町
保
健
所
内
）

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

�

２
４
０
０

始
め
た
い
と
の
思
い
で
支
え
隊
を
結
成
し

ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
４
隊
の
う
ち
の

一
つ
「
病
院
を
応
援
し
隊
」
代
表
の
高
橋

住
民
参
加
で
地
域
医
療
を
よ
り
良
く
し
た
い

　
住
民
一
人
ひ
と
り
が
力
を
合
わ
せ
て
、
十
日
町
市
・
津
南
町
の
地
域
医
療
な
ど
を
守
ろ

う
と
、
有
志
が
集
ま
り
結
成
さ
れ
た
「
妻
有
の
里
　
地
域
医
療
・
地
域
ケ
ア
を
支
え
隊
」。

「
病
院
を
応
援
し
隊
」「
受
診
行
動
を
良
く
し
隊
」「
小
児
医
療
を
守
り
隊
」「
地
域
ケ
ア
を

支
え
隊
」
の
４
隊
で
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

妻
有
の
里

地
域
医
療
・
地
域
ケ
ア
を
支
え
隊
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